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22 
漢
代
の
呪
誼
事
件
に
見
え
る
亙
者
と
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
は
じ
め
に
漢
代
の
政
治
史
を
考
え
る
上
で
、
呪
認
事
件
は
内
政
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
す
重
大
事
件
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
研
究
で
は
、
呪
誼
に
参
与
し
た
政
治
上
の
要
人
に
議
論
の
主
眼
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
実
際
に
呪
誼
を
執
行
し
た
亙
者
は
、
や
や
等
閑
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
特
に
、
亙
者
が
い
か
な
る
存
在
形
態
に
よ
っ
て
呪
誼
の
依
頼
者
と
繋
が
っ
て
い
た
か
と
い
う
問
題
は
、
呪
誼
事
件
の
背
景
を
考
え
る
上
で
重
要
な
点
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
従
来
、
殆
ど
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
尤
も
、
政
治
上
の
一
大
事
件
に
発
展
し
た
武
帝
末
年
の
「
一
品
盛
の
禍
」
に
限
っ
て
言
え
ば
、
王
子
今
氏
や
藤
田
忠
氏
が
、
亙
者
を
中
心
に
議
論
を
し
て
い
討
。
し
か
し
、
や
は
り
こ
氏
の
議
論
に
し
て
も
、
盛
者
の
具
体
的
な
存
在
形
態
の
理
解
に
は
十
全
と
は
言
い
難
い
。
そ
も
そ
も
、
呪
誼
事
件
の
中
で
活
動
す
る
産
者
に
つ
い
て
は
、
断
「蝉」
佐
木
耳意
々
片
的
な
史
料
記
述
が
大
半
を
占
め
、
か
っ
一
品
者
へ
の
言
及
が
史
料
で
は
省
略
さ
れ
る
場
合
が
多
い
た
め
、
亙
者
の
実
態
の
解
明
が
困
難
で
あ
る
の
は
や
む
を
得
な
い
状
況
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
加
え
て
、
従
来
の
研
究
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
件
を
比
較
検
討
し
て
論
じ
る
と
い
う
、
総
括
的
な
視
座
を
欠
い
て
い
た
た
め
、
た
だ
で
さ
え
史
料
的
制
約
の
厳
し
い
雇
者
の
具
体
像
が
、
よ
り
見
え
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
観
が
あ
る
。
乙
の
反
省
を
踏
ま
え
、
呪
誼
事
件
に
お
け
る
盛
者
の
具
体
像
を
模
索
す
る
た
め
に
は
、
個
々
の
呪
誼
事
件
の
比
較
検
討
か
ら
議
論
を
敷
街
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
実
は
、
こ
の
よ
う
な
亙
者
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
の
具
体
的
検
討
を
行
う
上
で
、
端
緒
と
な
り
う
る
事
例
が
、
漢
代
の
史
料
に
見
え
て
い
る
。
そ
の
事
例
で
は
、
亙
者
で
は
な
く
「
稗
」
が
呪
認
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
担
論
を
先
に
言
え
ば
、
筆
者
は
こ
の
「
稗
」
が
、
実
は
亙
者
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
清
末
の
王
先
謙
が
そ
の
一
例
の
註
釈
の
中
で
指
摘
し
、
ま
た
近
年
で
は
林
富
士
氏
が
、
産
者
の
活
動
階
層
を
議
論
す
る
中
で
簡
単
に
触
れ
て
い
る
も
の
の
、
従
来
、
詳
し
く
検
討
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
殆
ど
看
過
さ
れ
て
き
た
。
d
こ
の
忍
者
と
思
し
き
稗
が
呪
認
を
行
っ
た
事
例
は
、
管
見
の
限
り
れ
で
は
、
漢
代
の
史
料
に
し
か
見
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
乙
の
事
例
他
は
漢
代
の
呪
誼
事
件
の
特
色
、
そ
の
中
で
の
盛
者
の
在
り
方
を
考
え
ぺ
る
上
で
看
過
で
き
な
い
事
例
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
小
稿
で
は
こ
の
呪
しつ
誼
に
関
わ
る
鮮
に
つ
い
て
、
そ
の
詳
細
を
論
じ
、
漢
代
の
呪
誼
事
件
蜘
に
お
け
る
亙
者
の
具
体
像
・
存
在
形
態
の
一
端
を
示
し
た
い
。
形在存の
一
、
漢
代
の
墨
者
と
呪
誼
事
件
」岬
(
1
)
漢
代
の
墨
者
れ
小
稿
で
は
、
漢
代
の
盛
者
の
職
能
と
し
て
は
特
に
「
呪
誼
」
を
中
沼
心
に
扱
う
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
呪
誼
の
職
能
は
墨
者
の
他
の
職
能
え
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
的
な
職
能
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
ず
U
総
括
的
に
盛
者
の
職
能
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
一
知
亙
者
は
、
降
神
・
祭
肥
・
雨
乞
い
・
治
病
・
叩
誼
・
ト
占
な
ど
を
阻
職
能
と
す
る
宗
教
者
で
あ
り
、
社
や
洞
廟
、
あ
る
い
は
市
な
ど
に
い
の
で
、
山
川
の
神
々
や
死
者
の
幽
魂
と
い
っ
た
様
々
な
鬼
神
を
背
景
と
船
出
し
て
話
術
を
行
使
し
た
、
と
い
う
の
が
通
念
的
な
一
品
者
像
で
あ
る
。
3
ま
た
林
富
士
氏
に
拠
れ
ば
、
こ
の
亙
者
が
活
動
す
る
社
会
階
層
は
、
2
皇
室
や
官
吏
か
ら
庶
民
・
奴
隷
階
層
ま
で
広
範
囲
に
渡
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
亙
者
は
賎
祝
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
漢
代
の
亙
者
が
、
民
間
に
あ
っ
て
人
々
を
淫
洞
へ
と
煽
動
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
わ
り
が
深
い
。
例
え
ば
、
応
勧
『
風
俗
遇
義
』
に
は
人
々
を
淫
嗣
へ
と
煽
動
す
る
亙
者
の
姿
が
描
か
れ
て
お
問
、
ま
た
『
盤
鍛
論
』
で
は
、
反
対
に
、
百
姓
の
本
で
あ
る
農
業
を
捨
て
、
亙
の
職
能
を
学
ん
で
生
業
と
す
る
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
亙
者
が
人
々
の
風
紀
を
乱
す
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
無
論
、
こ
の
よ
う
な
浮
業
の
民
は
治
世
者
の
側
か
ち
す
れ
ば
、
取
り
締
ま
る
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
反
面
、
国
家
祭
犯
を
行
う
王
朝
の
機
構
の
内
部
に
も
亙
者
が
存
在
し
た
。
国
家
祭
紀
を
担
う
祭
記
官
(
「
官
亙
」
)
は
そ
の
典
型
と
も
言
え
る
。
し
か
し
林
富
士
氏
の
指
摘
に
拠
れ
ば
、
そ
の
任
官
の
多
く
は
臨
時
任
用
で
、
非
常
設
の
官
吏
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
お
。
む
し
ろ
、
そ
れ
以
上
に
漢
王
朝
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
不
老
長
寿
な
ど
の
現
世
利
益
的
祭
杷
(
淫
洞
)
を
え
さ
に
、
宮
廷
内
に
庇
護
者
を
求
め
て
入
り
込
ん
で
き
た
盛
者
達
で
あ
っ
た
。
武
帝
期
に
、
不
老
長
寿
を
目
的
と
し
て
国
家
祭
杷
に
組
み
込
ま
れ
た
「
越
亙
」
は
、
そ
の
代
表
例
と
言
え
る
。
越
亙
に
関
し
て
は
第
三
章
の
検
討
で
詳
し
く
触
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
淫
澗
を
行
う
一
品
者
が
、
同
時
に
呪
誼
を
行
う
亙
者
と
も
な
り
得
た
と
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
『
風
俗
週
一
義
』
怪
神
篇
に
越
一
品
に
関
連
し
て
次
の
記
事
が
見
え
る
。
武
帝
時
に
鬼
神
に
迷
ひ
、
尤
も
越
基
を
信
ず
れ
ば
、
萱
仲
静
数
24 
し
ぼ
以
て
言
を
局
す
。
武
帝
其
の
道
を
験
さ
ん
と
欲
し
、
盛
を
し
て
仲
静
を
認
は
し
む
。
仲
箭
朝
服
に
て
南
面
し
、
評
論
を
請
詠
ず
れ
ば
、
傷
害
す
る
能
は
ず
し
て
、
而
し
て
猛
者
忽
ち
に
死
す。
と
こ
で
は
淫
洞
を
担
う
は
ず
の
忍
者
が
、
呪
誼
を
行
う
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
萱
仲
静
が
呪
認
を
掛
け
ら
れ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
正
史
に
記
述
が
見
え
ず
、
必
ず
し
も
史
実
と
は
見
な
し
が
た
い
。
し
か
し
班
固
が
『
漢
書
』
を
執
筆
し
て
か
ら
凡
そ
百
年
を
経
過
し
た
応
勧
の
時
代
に
、
こ
の
よ
う
な
異
伝
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
淫
洞
を
行
う
た
め
に
宮
廷
に
入
り
込
ん
だ
亙
者
が
、
主
の
命
令
で
呪
誼
を
行
う
場
合
が
あ
っ
た
ζ
と
が
分
か
る
。
(
2
)
渓
代
の
呪
詔
事
件
と
亙
者
次
章
以
降
で
は
、
従
来
知
ら
れ
て
き
た
亙
者
像
と
は
異
な
る
盛
者
、
す
な
わ
ち
呪
誼
事
件
の
史
料
に
「
牌
」
と
記
述
さ
れ
る
猛
者
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
呪
誼
事
件
の
記
述
で
は
、
思
一
者
が
一
般
的
に
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
以
下
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。
先
ず
、
注
意
し
た
い
の
は
、
史
料
上
に
「
呪
誼
を
行
っ
た
」
と
と
が
記
述
さ
れ
る
場
合
、
大
き
く
分
け
て
二
種
類
の
書
き
方
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
、
そ
れ
ぞ
れ
を
、
〔A
〕
「
首
謀
者
が
亙
者
に
呪
誼
を
さ
せ
た
」
記
述
〔B
〕
「
首
謀
者
が
呪
誼
を
し
た
」
記
述
と
し
て
区
別
す
る
。
そ
れ
で
は
〔
A
〕
の
事
例
と
し
て
、
『
史
記
』
巻
十
九
窓
景
問
侯
者
年
表
の
記
述
を
見
て
み
た
い
。
(
武
帝
)
後
元
年
四
月
甲
辰
、
(
遁
)
侯
則
亙
の
野
少
君
を
し
て
嗣
し
て
祝
誼
せ
し
む
る
に
坐
せ
ば
、
大
逆
無
道
、
園
除
か
る
。
こ
こ
で
は
遁
侯
則
が
亙
の
野
少
君
に
呪
誼
を
行
わ
せ
て
い
る
。
乙
の
事
例
の
よ
う
に
、
〔
A
〕
の
事
例
で
は
、
呪
誼
の
首
謀
者
が
盛
者
に
呪
誼
を
行
わ
せ
た
記
述
が
は
っ
き
り
書
か
れ
て
い
る
。
対
し
て
、
〔
B
〕
の
事
例
で
は
亙
者
へ
の
言
及
が
な
い
。
代
表
例
と
し
て
、
『
漢
書
』
巻
四
十
四
済
北
貞
王
勃
俸
・
附
劉
覚
停
の
事
例
を
引
い
て
み
よ
う
。
十
二
年
、
(
劉
)
寛
父
式
王
の
后
光
・
姫
の
孝
児
と
姦
し
て
、
人
倫
に
誇
り
、
又
調
祭
し
て
上
を
視
認
す
る
に
坐
せ
ば
、
有
司
諒
せ
ん
と
と
を
請
ふ
。
上
大
鴻
腿
利
を
遺
り
て
王
を
召
さ
し
む
る
に
、
王
刃
を
以
て
自
ら
到
死
す
。
園
除
か
れ
て
北
安
懸
と
矯
り
、
泰
山
郡
に
属
す
。
乙
こ
で
は
、
呪
誼
(
「
祝
誼
」
)
の
首
謀
者
で
あ
る
劉
寛
だ
け
が
史
料
に
見
え
、
「
劉
寛
が
呪
誼
を
し
た
」
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
(
B
〕
に
区
分
さ
れ
る
史
料
記
述
で
は
、
実
際
に
呪
誼
を
執
行
し
た
は
ず
の
産
者
が
あ
た
か
も
存
在
し
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
呪
誼
は
、
前
節
の
『
風
俗
通
義
』
怪
神
篇
の
事
例
で
も
掛
か
れ
て
い
た
よ
う
に
、
失
敗
す
る
と
命
を
落
と
す
危
険
な
行
為
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
〔
B
〕
の
事
例
で
も
呪
誼
を
専
門
に
行
う
亙
者
が
い
た
と
思
わ
れ
る
。
と
の
こ
と
を
以
下
に
宣
帝
期
に
起
乙
っ
た
廃
陵
玉
劉
膏
の
呪
誼
事
件
を
例
に
検
証
し
て
み
た
い
。
『
史
記
』
巻
六
十
三
王
世
家
に
は
、
鹿
陵
王
劉
膏
は
楚
王
に
担
ぎ
上
j
げ
ら
れ
て
造
反
を
企
て
た
結
果
、
事
が
発
覚
し
た
が
、
宣
帝
は
血
縁
抗
者
へ
の
同
情
か
ら
、
劉
膏
を
許
し
、
首
謀
者
の
楚
王
の
み
を
詠
殺
し
他
た
と
あ
る
。
し
か
し
、
結
局
、
劉
膏
は
恩
を
仇
で
返
し
、
宣
帝
を
呪
庁
、
誼
し
た
た
め
に
、
身
を
滅
ぽ
す
o
劉
膏
の
世
家
の
末
尾
に
は
「
其
の
引
後
骨
俊
た
扮
赴
訴
長
レ
子
、
自
殺
し
た
れ
ば
、
園
除
か
組
。
」
と
あ
る
。
蜘
傍
点
部
を
参
照
す
る
限
り
、
こ
の
劉
育
の
呪
誼
事
件
の
記
述
は
、
先
師
の
〔
B
〕
「
首
謀
者
が
呪
誼
を
し
た
」
記
述
に
区
分
さ
れ
る
。
当
然
、
時
亙
者
の
存
在
も
そ
の
記
述
中
に
は
見
え
な
い
。
」
し
か
し
、
同
一
事
件
を
『
漢
書
』
巻
六
十
三
厨
陵
腐
王
劉
耳
目
停
(
後
日
述
の
⑤
)
と
照
合
す
れ
ば
、
そ
こ
に
盛
者
が
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
杭
る
。
『
漢
書
』
劉
膏
俸
に
は
「
膏
復
た
亙
を
し
て
祝
認
せ
し
む
る
こ
と
組
前
の
如
し
。
」
と
あ
り
、
先
の
区
分
の
〔
A
〕
「
首
謀
者
が
亙
者
に
呪
え
誼
を
さ
せ
た
」
記
述
に
相
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
史
料
上
に
猛
者
に
が
存
在
し
な
い
〔
B
〕
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
は
亙
者
が
呪
誼
の
執
ド副
幹
行
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
史
料
記
述
上
の
「
首
阻
謀
者
が
呪
誼
を
し
た
」
と
い
う
表
現
は
あ
く
ま
で
娩
曲
表
現
で
あ
つ
の
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
「
首
謀
者
が
呪
誼
を
し
た
」
と
い
う
場
合
で
ぬ
も
、
実
際
に
は
忍
者
が
い
て
、
呪
誼
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
後
の
議
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
呪
誼
事
件
に
は
、
こ
の
二
者
以
外
に
も
、
呪
誼
祭
紐
の
際
に
「
よ
り
ま
し
」
と
な
る
亙
女
役
、
25 
首
謀
者
に
代
わ
っ
て
呪
誼
の
準
備
や
雑
務
を
行
う
代
行
者
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。
亙
女
役
は
、
亙
者
が
兼
ね
る
場
合
も
あ
る
が
、
一
般
の
女
子
が
そ
の
役
目
に
つ
く
場
合
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
亙
女
役
は
、
亙
者
と
は
別
個
の
存
在
と
し
て
小
稿
で
は
区
別
し
て
お
く
。
代
行
者
は
、
思
一
者
以
外
に
呪
誼
の
準
備
・
差
配
(
亙
者
と
主
の
仲
介
な
ど
)
を
〔ロ〕
し
た
人
物
と
し
て
一
応
想
定
し
て
お
く
。
た
だ
し
、
こ
の
二
者
に
つ
い
て
は
、
先
の
首
謀
者
・
亙
者
と
は
違
い
、
必
ず
し
も
呪
認
に
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
己
れ
ら
首
謀
者
・
基
者
・
亙
女
役
・
代
行
者
の
存
在
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
議
論
に
入
っ
て
い
き
た
い
。
(3)
「
首
謀
者
1
に
呪
誼
を
さ
せ
た
」
記
述
の
性
質
前
節
で
は
、
〔
B
〕
「
首
謀
者
が
呪
誼
を
し
た
」
記
述
は
、
あ
く
ま
で
腕
曲
表
現
で
あ
り
、
「
首
謀
者
が
呪
担
を
し
た
」
場
合
で
も
、
実
際
に
は
亙
者
が
い
て
、
呪
誼
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
節
で
は
、
今
度
は
〔
A
〕
「
首
謀
者
が
産
者
に
呪
認
さ
せ
た
」
記
述
と
関
連
し
て
、
「
首
謀
者
が
1
に
呪
認
を
さ
せ
た
」
と
い
う
記
述
の
性
質
を
検
討
す
る
。
前
節
で
明
ら
か
に
し
た
〔
B
〕
の
記
述
が
腕
曲
表
現
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
の
「
1
に
呪
誼
を
さ
せ
た
」
記
述
も
、
実
際
的
な
意
味
か
、
或
い
は
腕
曲
的
な
意
味
か
、
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
次
章
の
議
論
と
深
く
関
わ
る
が
、
や
や
煩
雑
に
過
ぎ
る
の
で
、
こ
乙
で
一
度
整
理
し
て
お
き
た
い
。
先
ず
、
管
見
の
限
り
、
漢
代
の
史
料
か
ら
、
「
首
謀
者
が
1
に
呪
誼
6
を
さ
せ
る
」
と
い
う
記
述
を
拾
い
上
げ
て
み
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
2
な
る
。
(
な
お
同
一
事
件
に
関
す
る
記
述
も
個
別
の
事
例
と
見
な
す
)
①
『
史
記
』
巻
四
恵
景
開
侯
者
年
表
後
元
年
四
月
甲
辰
、
侯
則
坐
倒
剖
剤
例
劉
刑
制
劃
U
1
目
後
略
。
②
『
史
記
』
巻
m准
南
衡
山
列
停
阪
姐
乃
悪
玉
后
徐
来
於
太
子
日
「
徐
来
倒
矧
到
組
制
対
引
倒
叫
」
太
子
心
怨
徐
来
。
③
『
漢
書
』
巻
似
衡
山
王
劉
賜
停
阪
姫
乃
窓
徐
来
於
太
子
、
日
「
徐
来
倒
矧
劃
劉
対
引
制
川
町
」
太
子
心
怨
徐
来
。
④
『
漢
書
』
巻
町
ω
江
都
易
王
劉
非
停
(
附
劉
建
侍
)
建
恐
珠
、
心
内
不
安
、
輿
其
后
成
光
共
倒
劇
矧
判
矧
可
制
剖
』
叫
⑤
『
漢
書
』
巻
mw
武
五
子
侍
廃
陵
腐
玉
劉
膏
停
膏
迎
刻
到
割
刻
刻
1
倒
判
州
側
剖
叫
・
中
略
・
及
昌
邑
王
徴
、
復
倒
劉
倒
劃
割
引
:
・
中
略
-
-
-
復
刊
刻
須
捌
剖
州
嗣
利
回
中
略
:
・
膏
復
側
副
倒
剖
州
制
叫
⑥
「
漢
書
』
巻
侃
公
孫
賀
停
(
附
公
孫
敬
聾
停
)
安
世
遂
従
獄
中
上
書
、
告
敬
相
官
輿
陽
石
公
主
私
遇
、
及
使
人
星
祭
洞
詔
上
、
且
上
甘
泉
嘗
馳
道
埋
偶
人
、
祝
誼
有
悪
言
一
。
⑦
『
漢
書
』
巻
目
山
劉
周
楚
停
是
時
治
亙
盛
獄
急
、
内
者
令
郭
稜
告
丞
相
夫
人
以
丞
相
数
有
謎
、
使
劃
制
制
1
制
剖
割
判
叶
有
悪
雪
一
回
、
及
輿
武
師
共
鵡
洞
、
欲
令
昌
邑
玉
局
帝
。
⑧
「
漢
書
」
巻
加
山
東
平
思
王
劉
宇
停
(
附
劉
雲
傍
)
是
時
、
哀
帝
被
疾
、
多
所
惑
、
事
下
有
司
、
逮
王
・
后
謁
下
獄
験
治
、
言
倒
園
側
剥
川
矧
創
例
剰
刺
劉
剖
捌
』
叶
局
雲
求
潟
天
子
。
⑨
『
漢
紀
』
巻
初
孝
宣
皇
帝
紀
(
五
鳳
)
四
年
春
正
月
、
康
陵
王
膏
有
罪
、
自
殺
。
・
:
中
略
・
:
昭
帝
時
数
使
一
品
祝
誼
。
⑬
「
漢
書
』
巻
%
下
西
域
侍
重
合
侯
得
虜
候
者
、
-
=
一
一
回
「
間
漢
軍
嘗
来
、
旬
奴
側
副
樹
割
引
開
削
諸
道
及
水
上
以
誼
軍
。
皐
子
遺
天
子
馬
装
、
常
使
亙
祝
之
。
縛
馬
者
、
誼
軍
事
也
。
」
⑪
『
後
漢
書
』
巻
位
康
陵
思
王
荊
停
其
後
使
湿
祭
租
祝
誼
、
有
司
邸
中
奏
、
請
諒
之
、
荊
自
殺
。
⑫
『
東
観
漢
記
』
巻
6
敬
隠
宋
皇
后
侍
(
『
御
覧
』
巻
胤
皇
親
m貴
人
)
章
帝
宋
貴
人
、
時
資
皇
后
内
寵
方
盛
、
以
貴
人
名
族
、
節
操
高
妙
、
心
内
害
之
、
欲
為
寓
世
長
計
、
陰
設
方
略
、
議
段
貴
人
、
由
是
母
子
見
疏
。
数
月
、
謹
奏
貴
人
倒
矧
剣
劇
遡
捌
割
引
1
後
略
。
⑬
『
後
漢
記
」
巻
目
孝
明
皇
帝
紀
下
十
年
二
月
条
荊
謂
相
工
日
「
吾
貌
類
先
帝
、
先
帝
三
十
得
天
下
、
我
今
亦
三
十
、
可
起
兵
未
。
」
相
者
告
吏
、
荊
自
繋
獄
。
上
復
不
忍
考
訊
、
詔
日
「
荊
数
年
之
問
、
大
罪
二
失
、
其
赦
荊
罪
、
不
得
臣
其
吏
民
。
」
荊
猶
不
俊
、
側
副
捌
割
判
例
以
上
の
日
例
を
整
理
す
れ
ば
、
①
⑤
⑥
⑦
@
⑤
⑩
⑪
⑬
は
、
亙
者
が
呪
誼
を
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
首
謀
者
が
実
際
に
動
作
主
(
「
1
」
)
に
コ
呪
認
を
命
じ
た
事
例
と
見
な
せ
る
。
⑥
の
事
例
は
、
「
人
亙
を
し
て
祭
れ
洞
し
て
上
を
誼
は
し
む
」
と
あ
る
。
「
人
亙
」
と
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
憎
い
表
現
だ
が
、
こ
れ
も
一
品
者
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
刊
o
⑪
は
呪
庁
、
誼
す
る
対
象
が
や
や
異
な
り
、
羊
や
牛
を
敵
軍
の
進
路
上
に
埋
め
て
、
引
敵
軍
を
呪
誼
し
た
よ
う
で
あ
目
。
齢
し
た
が
っ
て
、
「
首
謀
者
が
1
に
呪
誼
を
さ
せ
る
」
と
い
う
表
現
で
榔
は
、
使
役
の
対
象
で
あ
る
動
作
主
に
は
、
一
品
者
が
入
る
場
合
が
大
半
時
を
占
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
盛
者
が
呪
誼
を
命
じ
ら
、
れ
た
、
場
合
、
リ
当
然
一
品
者
自
身
が
呪
認
を
行
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
実
際
的
な
意
味
日
で
首
謀
者
が
呪
認
を
行
わ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
先
の
日
例
中
9
例
が
れ
こ
の
実
際
的
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
首
謀
者
が
1
に
組
呪
誼
を
さ
せ
る
」
と
言
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
が
更
に
「
1
が
亙
者
え
に
呪
誼
の
執
行
を
依
頼
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
娩
曲
的
な
意
味
で
の
じ
記
述
と
い
う
よ
り
、
「
i
」
に
相
当
す
る
動
作
主
自
身
に
実
際
に
呪
誼
耕
を
行
わ
せ
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。
岨
残
る
②
窓
⑫
は
全
て
牌
で
あ
る
。
ま
た
、
右
で
亙
者
の
事
例
と
の
し
て
挙
げ
た
⑧
に
も
、
産
者
と
共
に
稗
の
姿
が
見
え
る
。
つ
ま
り
「
首
相
聞
謀
者
が
1
に
呪
認
を
さ
せ
る
」
と
い
う
表
現
は
、
盛
者
か
稗
だ
け
が
7
動
作
主
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
で
は
、
多
く
の
場
合
に
お
2
い
て
、
実
際
に
産
者
に
呪
誼
を
行
わ
せ
る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
「
首
謀
者
が
1
に
呪
誼
を
さ
せ
る
」
記
述
に
対
し
、
同
じ
記
述
に
お
い
て
、
亙
者
以
外
に
唯
一
言
及
さ
れ
る
稗
は
具
体
的
に
は
い
か
な
る
存
在
で
あ
る
か
。
次
章
で
、
各
事
例
を
比
較
検
討
し
て
み
た
い
。
二
、
漢
代
の
呪
誼
事
件
に
見
え
る
「
縛
」
前
章
で
は
、
漢
代
の
呪
誼
事
件
の
中
に
は
、
亙
者
の
姿
が
見
え
ず
、
「
縛
」
が
呪
誼
を
行
っ
た
事
例
、
或
い
は
呪
誼
に
参
与
し
た
事
例
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
結
論
を
先
に
言
え
ば
、
筆
者
は
、
こ
れ
ら
の
事
例
中
で
「
稗
」
と
記
さ
れ
た
者
の
多
く
は
、
実
際
に
は
亙
者
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
④
③
と
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
王
先
謙
と
林
富
士
氏
が
一
品
者
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
が
、
と
り
わ
げ
論
証
も
な
く
、
ま
た
そ
の
具
体
的
な
在
り
方
も
殆
ど
明
ら
か
に
は
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
先
ず
以
下
に
、
類
例
を
挙
げ
、
比
較
検
討
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
を
再
検
討
し
て
い
き
た
い
。
(1)
呪
誼
に
参
与
す
る
縛
先
ず
、
基
者
と
牌
が
共
に
呪
誼
事
件
に
関
与
し
て
い
る
⑧
『
漢
書
』
巻
八
十
東
平
思
王
劉
宇
停
・
附
劉
雲
停
の
事
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
③
東
平
王
劉
雲
の
皇
帝
呪
誼
事
件おの
ず
か
哀
帝
の
時
、
無
盤
の
危
山
の
土
自
ら
起
き
草
を
夜
へ
す
こ
と
、
馳
道
の
放
の
如
く
し
て
、
文
瓢
山
の
石
縛
じ
て
立
つ
。
(
燭
王
)
雲
及
び
后
謁
自
ら
石
の
所
に
之
き
て
祭
り
、
剖
剖
剃
削
剣
山
刻
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象
り
て
石
を
立
て
、
倍
草
を
束
ね
て
、
井
せ
て
之
を
嗣
る
。
建
平
三
年
、
息
夫
向
田
・
孫
寵
等
共
に
幸
臣
華
賢
に
因
り
て
之
を
告
や
ま
い
ぐ
。
是
の
時
、
哀
帝
疾
を
被
り
た
れ
ば
、
恵
む
と
こ
ろ
多
く
、
事
i
 
は
有
司
に
下
り
、
王
・
后
謁
を
逮
へ
て
下
獄
し
て
験
治
す
る
に
、
言
へ
ら
く
亙
博
恭
・
解
合
歓
等
を
し
て
洞
祭
し
て
上
を
誼
祝
せ
1
1
1
1
1
1同
た
め
し
め
て
、
雲
が
矯
に
天
子
と
矯
ら
ん
こ
と
を
求
む
、
と
0
・:中
略
:
有
司
王
を
諒
せ
ん
こ
と
を
請
ひ
、
詔
有
り
慶
し
て
房
陵
に
ラ
つ徒
す
。
雲
自
殺
し
、
謁
棄
市
せ
ら
る
。
立
つ
こ
と
十
七
年
に
し
て
、
圏
除
か
る
。
こ
こ
で
は
、
下
線
部
B
で
劉
雲
が
一
位
者
の
侍
恭
と
牌
の
合
数
ら
に
哀
帝
を
呪
誼
さ
せ
た
、
と
自
白
し
て
お
り
、
亙
者
と
稗
が
並
ん
で
呪
誼
事
件
に
関
与
し
た
記
述
が
見
え
る
。
侍
恭
は
文
中
に
「
亙
」
と
明
言
さ
れ
て
い
る
の
で
、
呪
誼
を
実
際
に
執
行
し
た
亙
者
に
間
違
い
な
い
。
そ
れ
で
は
、
共
に
自
白
の
中
に
名
が
挙
が
る
牌
の
合
放
は
呪
誼
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
の
か
。
史
料
に
は
具
体
的
な
言
及
は
見
え
な
い
が
、
以
下
に
断
片
的
な
記
述
か
ら
推
測
を
し
て
み
た
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
冒
頭
の
瓢
山
で
霊
異
現
象
(
「
弧
山
石
将
立
」
)
が
起
こ
り
、
祭
胞
を
し
た
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
建
平
三
年
」
以
下
で
、
呪
認
を
行
っ
た
嫌
疑
を
掛
け
ら
れ
て
い
る
直
接
の
理
由
で
あ
る
。
林
富
士
氏
に
よ
れ
ば
、
漢
代
の
一
品
が
呪
誼
を
行
う
際
に
は
、
往
々
に
し
て
鬼
神
の
祭
把
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
乙
の
祭
砲
も
呪
誼
の
一
過
程
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
沈
欽
韓
『
漢
書
疏
詮
』
の
「
倍
草
を
束
ね
」
た
と
い
う
記
述
を
「
神
主
」
(
鬼
神
を
饗
応
す
る
た
め
の
「
カ
タ
シ
ロ
」
)
を
捺
え
た
と
す
る
解
釈
を
踏
ま
え
れ
ば
、
霊
異
を
現
し
た
孤
山
の
神
を
饗
応
す
る
祭
紀
の
場
面
を
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
牌
の
「
合
歓
」
と
い
う
名
で
あ
る
。
「
合
t
 
歎
」
は
本
来
「
歎
び
を
合
に
す
」
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
用
例
は
古
く
は
『
艦
記
』
な
ど
に
見
え
る
が
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
、
後
代
で
は
男
女
が
睦
み
合
う
こ
と
を
指
す
よ
う
に
な
る
。
そ
の
用
法
が
い
つ
頃
か
ら
定
着
す
る
の
か
は
定
か
で
は
無
い
が
、
班
固
「
西
都
賦
」
の
中
に
長
安
の
後
宮
内
に
あ
っ
た
御
殿
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
合
歓
」
の
A
却
)
名
が
見
え
る
か
ら
、
漢
代
に
は
既
に
定
着
し
て
い
た
主
恩
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
語
感
の
名
を
持
つ
稗
が
祭
胞
の
文
脈
中
に
見
え
る
己
と
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
神
を
祭
る
祭
杷
者
の
中
に
、
睦
み
合
う
男
女
を
表
す
名
を
持
つ
稗
が
い
る
こ
と
は
、
そ
の
牌
が
儀
式
の
中
で
神
の
妻
と
な
っ
て
、
神
を
饗
応
す
る
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
暗
に
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。
藤
野
岩
友
・
小
南
一
郎
の
両
氏
に
よ
れ
ば
、
亙
が
「
神
の
妻
」
と
な
る
よ
う
な
観
念
は
漢
代
以
前
か
ら
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
「
合
歓
」
に
関
す
る
右
の
推
測
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
熔
「
合
歓
」
は
神
に
仕
え
る
盃
女
の
役
割
を
果
た
し
た
婦
女
と
見
な
せ
る
。
つ
ま
り
、
第
一
章
第
二
節
で
触
れ
た
「
亙
女
役
」
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
京
一
女
役
が
必
ず
し
も
、
専
業
の
猛
者
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
訳
で
は
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
一
人
の
婦
女
が
選
出
さ
れ
〔
n}
て
、
そ
の
役
目
に
就
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
と
こ
で
の
鮮
は
必
ず
し
も
猛
者
と
は
見
な
し
が
た
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
牌
を
亙
{
幻
)
d
者
と
み
な
す
林
富
士
説
は
、
再
検
討
の
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
。
位
以
上
、
本
節
で
は
、
京
一
者
と
共
に
舛
が
呪
誼
に
参
与
し
た
③
の
事
惟
例
に
お
い
て
、
抽
貯
が
亙
女
役
を
果
た
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
そ
ぺ
れ
で
は
、
他
の
事
例
の
稗
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
か
。
しつ
(
2
)
単
独
で
呪
誼
を
命
じ
ら
れ
る
鉾
航
前
節
で
は
亙
者
と
共
に
呪
誼
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
稗
の
事
例
を
検
榔
討
し
た
が
、
本
節
で
は
単
独
で
呪
誼
を
稗
に
命
じ
た
事
例
を
検
討
す
岬
る
。
先
ず
、
③
『
漢
書
」
巻
四
十
四
衡
山
王
劉
賜
停
の
事
例
で
あ
る
。
」
③
豚
姫
謹
告
事
件
日
后
の
乗
智
死
し
て
、
徐
来
を
立
て
て
后
と
矯
す
も
、
欧
姫
も
倶
:
ね
た
そ
し
献
に
幸
せ
ら
る
。
雨
人
相
ひ
炉
み
、
阪
姫
乃
ち
徐
来
を
太
子
に
悪
極
り
て
、
日
く
「
倒
刻
削
矧
剖
U
廿
刻
引
制
矧
刻
劇
刻
剖
U
剖叫」
Z
E
A
M
V
 
え
太
子
心
に
徐
来
を
怨
む
。
叫
こ
の
事
件
は
そ
も
そ
も
阪
姫
が
太
子
(
爽
)
に
、
后
と
な
っ
た
徐
来
耕
が
稗
に
太
子
の
母
を
「
盛
殺
」
さ
せ
た
と
藍
口
し
た
も
の
で
、
実
際
阻
に
「
盛
殺
」
が
行
わ
れ
た
か
否
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
乙
の
の
題
告
が
真
実
味
を
持
つ
た
め
に
は
、
当
然
、
実
際
に
起
こ
り
う
る
断
状
況
が
想
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
乙
の
謹
告
の
内
9
容
は
、
当
時
の
呪
誼
事
件
の
実
際
の
在
り
方
を
反
映
し
た
も
の
と
考
2
え
ら
れ
る
。
「
盛
殺
」
は
、
「
祝
誼
」
な
ど
と
比
べ
る
と
、
や
や
見
な
{
お
)
れ
な
い
表
現
で
あ
る
が
、
呪
認
を
表
す
語
棄
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
ま
た
同
様
の
事
例
は
後
漢
代
に
も
見
え
る
。
「
太
平
御
覧
」
に
引
く
『
東
観
漢
記
』
の
侠
文
に
次
の
記
述
が
あ
る
。
⑫
貿
皇
后
の
謹
告
事
件
章
帝
の
宋
貴
人
、
時
に
寅
皇
后
の
内
寵
な
る
こ
と
方
に
盛
ん
な
れ
ば
、
貴
人
の
名
族
に
し
て
、
節
操
の
高
妙
な
る
を
以
て
、
心
そ
こ
な
の
内
に
之
を
害
ひ
て
、
高
世
の
長
計
を
矯
さ
ん
と
欲
し
、
陰
か
に
方
略
を
設
け
て
、
貴
人
を
議
段
す
。
是
に
由
り
て
母
子
疏
ん
ぜ
ら
る
。
数
月
に
し
て
、
貴
人
解
を
し
て
盛
道
を
局
し
て
祝
誼
i
l
l
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
L
n
 
せ
し
む
と
認
奏
す
れ
ば
、
(
建
初
)
七
年
、
遂
に
諮
ら
れ
て
暴
{
M
a
)
 
か
に
卒
す
。
こ
ち
ら
も
懇
告
事
件
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
盛
道
を
矯
し
て
祝
誼
」
し
た
と
あ
り
、
一
見
し
て
呪
誼
を
指
す
記
事
で
あ
る
と
分
か
る
。
先
に
第
一
章
第
二
節
で
論
じ
た
よ
う
に
、
呪
誼
事
件
に
は
、
通
常
、
呪
誼
を
専
門
に
行
う
産
者
が
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
前
提
を
踏
ま
え
れ
ば
、
③
⑫
の
「
稗
に
呪
誼
を
さ
せ
た
」
と
い
う
文
脈
は
二
通
り
の
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
ひ
と
つ
は
、
〔
B
〕
「
首
謀
者
が
呪
誼
を
し
た
」
記
述
と
同
じ
よ
う
に
、
「
稗
」
が
腕
曲
的
な
意
味
で
「
呪
誼
を
行
っ
た
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
「
稗
」
は
主
の
密
命
を
受
け
て
、
足
に
呪
誼
を
依
頼
し
た
人
物
、
つ
ま
り
第
【
幻
)
一
章
第
二
節
で
挙
げ
た
「
代
行
者
」
と
見
な
せ
る
。
ま
た
、
こ
の
場
合
、
亙
者
は
記
述
上
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
。
も
う
ひ
と
つ
の
可
能
性
は
、
文
字
通
り
「
稗
」
が
呪
誼
を
行
っ
た
3
場
合
で
あ
る
。
以
下
に
、
こ
の
二
つ
の
可
能
性
を
検
討
し
て
み
た
い
。
(3)
降
神
を
命
じ
ら
れ
る
稗
④
江
都
王
劉
建
の
呪
誼
事
件
(
『
漢
書
」
巻
五
十
三
江
都
易
玉
劉
非
侍
・
附
劉
建
停
)
(
劉
建
)
専
ら
淫
虐
を
局
し
、
自
ら
罪
多
く
し
て
、
園
中
に
告
言
せ
ん
と
欲
す
る
者
多
き
こ
と
を
知
り
、
建
株
せ
ら
る
る
を
恐
れ
、
心
内
安
か
ら
ざ
れ
ば
、
其
の
后
成
光
と
共
に
越
稗
を
し
て
神
を
下
し
て
、
上
を
誼
せ
し
む
ロ
こ
の
「
越
稗
」
に
関
し
て
は
、
既
に
王
先
謙
が
一
品
者
で
あ
る
と
し
、
林
【
ωv
富
士
氏
も
忍
者
と
す
る
が
、
い
ず
れ
も
別
段
論
拠
・
典
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
③
と
同
様
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
呪
誼
の
際
に
鬼
神
を
祭
肥
す
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
林
富
士
氏
の
指
摘
は
既
に
触
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
さ
ら
に
祭
砲
の
一
過
程
で
あ
る
降
神
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
一
応
、
稗
が
さ
ら
に
亙
者
に
降
神
を
依
頼
し
た
「
代
行
者
」
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
椀
曲
的
な
意
味
で
も
使
わ
れ
る
「
祝
誼
」
の
よ
う
に
呪
誼
全
体
を
指
す
や
や
漠
然
と
し
た
言
い
回
し
と
は
異
な
り
、
呪
誼
中
の
祭
紀
の
、
さ
ら
に
、
そ
の
一
過
程
で
あ
る
「
下
神
」
と
い
う
具
体
的
な
行
為
を
さ
せ
る
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
こ
れ
は
解
自
身
に
降
神
を
さ
せ
た
と
解
釈
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
④
の
事
例
と
同
様
に
呪
認
の
際
に
降
神
を
行
っ
た
事
例
は
先
に
も
引
い
た
『
漢
書
」
巻
六
十
三
蹟
陵
腐
王
劉
膏
俸
の
別
の
箇
所
に
も
見
え
、
こ
こ
で
は
李
女
須
な
る
女
の
盛
者
が
降
神
を
し
て
呪
誼
を
し
た
と
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
漢
代
の
史
料
で
呪
誼
の
際
に
降
神
を
し
た
事
例
は
と
れ
の
み
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
「
越
蝉
」
自
身
が
、
降
神
を
実
際
に
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
降
神
は
呪
誼
以
外
に
も
、
卜
占
や
神
託
の
際
に
も
行
わ
れ
、
ま
た
祭
抱
一
般
の
中
で
も
行
わ
れ
る
猛
者
の
普
通
的
な
職
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
乙
の
降
神
を
行
い
得
る
以
上
は
、
こ
の
「
越
稗
」
は
盛
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、
本
節
で
は
、
④
の
事
例
か
ら
、
亙
者
が
「
稗
」
と
史
料
上
に
記
述
さ
れ
、
呪
誼
を
行
う
場
合
が
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
や
は
り
、
③
⑫
の
事
例
な
ど
も
、
実
際
に
稗
自
身
が
呪
認
を
行
っ
た
と
解
釈
す
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
次
節
で
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
(4)
稗
と
し
て
の
忍
者
前
節
の
検
討
で
、
④
の
事
例
が
史
料
上
に
「
稗
」
と
表
さ
れ
る
者
の
中
に
亙
者
が
い
た
事
例
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
第
二
章
第
二
節
で
検
討
し
た
③
と
⑫
の
事
例
も
ま
た
猛
者
が
「
郷
」
と
史
料
上
に
表
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
先
の
第
一
章
第
三
節
の
整
理
で
は
、
「
首
謀
者
が
1
に
呪
誼
を
さ
せ
る
」
記
述
は
、
そ
の
大
半
が
益
者
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
全
て
の
事
例
が
稗
で
あ
っ
た
。
そ
の
婦
の
事
例
が
、
全
て
「
稗
」
を
京
一
者
と
解
釈
し
う
る
事
例
で
あ
る
こ
と
は
、
本
章
で
と
こ
ま
で
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
首
謀
者
が
1
に
呪
詔
を
さ
せ
る
」
記
述
が
、
j
多
く
の
場
合
、
実
際
に
一
盛
者
に
呪
術
を
行
わ
せ
る
意
味
で
用
い
ら
れ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
同
様
の
「
首
謀
者
が
1
に
呪
誼
を
さ
他
せ
る
」
記
述
の
中
で
言
及
さ
れ
る
、
E
者
か
レ
シ
「
稗
」
も
ま
た
亙
ぺ
者
で
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
る
う
。
しつ
だ
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
「
稗
」
と
い
う
語
棄
に
は
、
基
酢
者
や
宗
教
者
を
指
す
よ
う
な
語
義
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
話
。
ま
部
た
管
見
の
限
り
「
牌
」
が
一
地
接
的
に
一
品
者
の
意
味
で
使
わ
れ
る
事
例
時
は
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
針
。
し
た
が
っ
て
、
本
章
で
検
討
し
た
「
稗
」
」
を
直
接
「
盛
者
」
と
は
訳
出
で
き
な
い
。
史
料
上
の
「
解
」
が
あ
く
内
け
ま
で
婦
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
解
」
は
れ
亙
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
彼
女
達
掘
は
い
ず
れ
も
単
独
で
呪
認
祭
肥
や
降
神
を
行
い
得
る
、
或
い
は
主
導
え
し
得
る
、
歴
と
し
た
専
門
の
宗
教
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
V
」
三
司
、
叫
の
よ
う
な
「
稗
と
し
て
の
盛
者
」
は
職
業
を
表
す
「
亙
」
で
は
な
く
、
F
、
軒
身
分
を
表
す
「
舛
」
と
史
料
に
記
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
閉
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
猛
者
が
稗
と
し
て
、
権
力
者
に
庇
警
c
れ
の
る
よ
う
な
存
在
形
態
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
衡
な
亙
者
の
存
在
形
態
は
、
漢
代
の
史
料
に
、
少
数
の
事
例
が
見
え
る
の
み
で
あ
り
、
事
例
数
の
上
で
は
か
な
り
特
殊
な
事
例
に
見
え
る
。
し
か
し
、
第
一
章
第
二
節
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
亙
者
へ
の
一
言
及
31 
が
史
料
で
は
省
略
さ
れ
る
場
合
が
多
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
「
舛
と
し
て
の
亙
者
」
の
事
例
が
少
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
が
か
な
り
特
殊
な
事
例
で
あ
る
と
と
の
証
左
と
は
一
号
一
一
同
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
本
章
第
二
節
で
扱
っ
た
⑫
『
東
観
漢
記
』
の
貿
皇
后
の
謹
告
は
、
同
じ
事
件
を
扱
っ
た
『
後
漢
書
」
巻
五
十
五
清
河
孝
王
慶
停
で
は
、
「
因
り
て
極
言
す
ら
く
『
(
貴
人
)
盛
道
を
作
し
て
祝
誼
し
、
菟
を
以
て
厭
勝
の
術
を
矯
さ
ん
と
欲
す
』
」
と
な
っ
て
お
閥
、
貸
し
町
が
除
赴
伝
一
ヤ
チ
た
と
の
み
記
さ
れ
、
⑫
に
あ
っ
た
舛
が
実
際
に
は
呪
誼
を
執
行
し
た
記
述
は
、
活
嘩
が
『
後
漢
書
』
を
撰
し
た
段
階
で
は
取
ら
れ
て
い
な
い
。
忍
者
が
呪
誼
の
史
料
記
述
か
ら
省
略
さ
れ
る
こ
と
は
、
第
一
章
第
二
節
で
既
に
検
討
し
た
が
、
右
の
『
後
漢
書
』
の
事
例
を
踏
ま
え
れ
ば
、
下
層
身
分
で
あ
る
稗
も
ま
た
史
料
で
は
省
略
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
稗
と
し
て
の
墨
者
」
は
史
料
の
記
述
者
に
よ
っ
て
は
埋
没
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
本
章
第
二
節
で
検
討
し
た
謹
告
事
件
の
事
例
か
ら
、
筆
者
は
こ
の
「
稗
と
し
て
の
亙
者
」
と
い
う
存
在
形
態
が
、
あ
る
程
度
通
念
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
③
⑫
の
事
例
で
誕
告
の
中
で
、
こ
の
「
縛
と
し
て
の
亙
者
」
が
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
題
告
と
は
さ
も
お
こ
り
そ
う
な
需
品
罪
を
吹
き
込
む
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
中
で
言
及
さ
れ
る
基
者
の
存
在
形
態
が
、
特
殊
・
例
外
的
な
も
の
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
「
稗
と
し
て
の
益
者
」
は
、
あ
る
程
度
あ
り
ふ
れ
た
通
念
的
存
在
形
態
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
ー
「
稗
と
し
て
の
忍
者
」
が
呪
誼
事
件
の
背
後
で
暗
躍
し
た
可
能
性
は
、
?
山
《
純
V
呪
誼
事
件
を
読
み
解
く
際
、
常
に
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
稗
は
ど
の
よ
う
な
背
景
を
も
っ
て
史
料
に
現
れ
て
く
る
の
か
。
こ
の
こ
と
は
、
史
料
的
な
制
約
も
あ
り
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
「
越
舛
」
と
舛
の
出
自
が
見
え
る
④
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
当
時
起
こ
っ
た
越
関
連
の
事
件
と
対
照
さ
せ
る
こ
と
で
、
若
干
の
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
背
景
を
含
め
た
④
の
事
件
の
検
討
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
「
稗
と
し
て
の
基
者
」
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
具
体
的
な
存
在
形
態
を
検
討
し
て
み
た
い
。
三
、
江
都
易
主
劉
建
の
呪
題
事
件
の
背
景
そ
も
そ
も
④
劉
建
の
呪
誼
事
件
に
お
い
て
、
江
都
王
劉
建
の
も
と
に
何
故
越
族
と
お
ぽ
し
き
越
縛
が
い
た
の
か
、
若
干
の
疑
問
が
残
る
。
武
帝
期
の
一
品
盛
事
件
に
非
漢
族
の
一
品
が
関
わ
っ
た
こ
と
は
既
に
指
摘
が
あ
る
も
の
の
、
本
来
あ
ま
り
越
族
が
分
布
し
て
い
な
い
長
江
以
北
の
地
で
あ
る
江
都
圏
に
越
出
身
の
鉾
が
い
た
こ
と
は
注
意
を
要
す
A
羽】る
。
筆
者
は
こ
の
越
舛
の
背
景
に
は
、
当
時
起
こ
っ
た
両
越
(
関
越
・
南
越
)
の
滅
亡
と
、
そ
れ
に
前
後
す
る
関
越
の
強
制
移
住
政
策
が
関
わ
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
、
関
越
の
移
【却
V
民
政
策
と
関
連
し
て
、
武
帝
が
「
越
亙
」
を
設
置
し
て
お
り
、
④
の
事
例
と
の
比
較
検
討
に
よ
り
、
そ
の
背
景
を
振
り
下
げ
る
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
、
検
討
し
て
み
た
い
。
(
1
)
越
稗
と
越
人
移
民
政
策
先
ず
、
④
越
熔
が
江
都
王
劉
建
の
元
に
い
た
背
景
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
事
件
の
舞
台
と
な
っ
た
江
都
圏
は
『
漢
書
」
巻
二
十
八
下
地
理
志
下
「
鹿
援
闘
」
と
そ
の
原
註
、
及
び
『
漢
書
』
巻
五
十
三
江
都
易
王
劉
非
停
な
ど
を
対
照
し
て
、
江
都
国
の
概
略
を
説
明
す
る
と
、
江
都
は
元
は
康
陵
と
言
い
、
呉
の
領
土
で
あ
っ
た
が
、
景
帝
の
と
き
所
謂
呉
楚
七
国
の
乱
が
起
き
、
そ
こ
で
派
兵
し
て
呉
軍
を
撃
退
し
た
と
こ
ろ
、
鹿
陵
を
得
た
。
そ
こ
で
景
帝
四
(
前
一
五
三
)
年
、
そ
の
戦
い
に
功
の
あ
っ
た
汝
南
王
劉
非
を
そ
こ
に
再
封
し
、
江
都
圏
と
し
た
。
こ
の
非
が
劉
建
の
父
に
あ
た
る
。
ま
た
④
の
事
件
が
発
生
し
た
後
、
劉
建
が
自
殺
し
、
国
が
除
か
れ
る
の
は
、
武
帝
の
元
狩
二
(
前
=
二
)
年
で
あ
り
、
そ
の
後
、
震
陵
郡
に
再
度
改
め
ら
れ
て
い
る
。
江
都
圏
が
あ
っ
た
の
は
、
こ
の
三
十
年
ほ
ど
の
期
間
で
あ
っ
た
。
実
は
、
江
都
の
情
勢
と
は
直
接
関
係
し
な
い
が
、
こ
の
時
期
の
越
を
め
ぐ
る
重
大
事
件
と
し
て
、
二
度
の
越
人
移
民
政
策
(
便
宜
的
に
「
第
一
次
越
人
移
民
」
「
第
二
次
越
人
移
民
」
と
呼
ぶ
)
が
行
わ
れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
背
景
を
整
理
し
て
お
く
。
『
史
記
』
巻
百
十
四
東
越
停
に
拠
れ
ば
、
建
元
=
一
(
前
一
三
八
)
年
、
関
越
国
に
お
い
て
、
そ
の
領
内
に
お
か
れ
た
封
国
で
あ
る
東
臨
国
を
、
突
如
と
し
て
関
越
の
軍
隊
が
包
囲
す
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。
当
時
、
東
甑
王
厨
武
侯
望
は
漢
に
救
援
を
求
め
た
が
、
結
局
、
株
好
余
曲
折
他
あ
っ
て
援
ぺ
軍
が
会
稽
つ
を
出
発
し
齢
た
の
は
、
榔
か
な
り
後
存
に
っ
て
の」
か
ら
で
抑
あ
っ
た
。
配
幸
い
、
漢
姐
の
援
軍
の
到
着
を
待
た
ず
し
て
、
関
越
は
兵
を
撤
退
さ
せ
た
た
め
、
事
え
な
き
を
得
た
が
、
こ
の
一
件
で
望
は
中
国
内
地
へ
の
封
国
替
え
を
請
叫
う
た
。
果
た
し
て
望
の
願
い
は
聞
き
入
れ
ら
れ
、
「
江
准
の
間
」
、
准
鞘
水
と
長
江
に
挟
ま
れ
た
底
江
郡
へ
の
移
住
が
許
可
さ
れ
た
(
第
一
次
蜘
越
人
移
民
)
0
こ
の
と
き
の
移
住
は
単
に
東
臨
国
の
王
族
ば
か
り
で
は
ゆ
な
く
、
国
を
挙
げ
て
の
移
民
で
あ
っ
た
。
『
史
記
』
巻
二
十
二
漠
興
以
献
来
将
相
名
医
年
表
に
は
「
其
の
衆
四
高
徐
人
を
率
ゐ
て
来
降
は
」
た
3
と
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
事
件
か
ら
三
十
年
近
く
経
っ
た
元
封
二
(
前
3
一
O
九
)
年
、
関
越
と
そ
の
西
南
に
あ
っ
た
南
越
を
平
定
し
た
武
帝
諦其臓主編『中国歴史地図集第二櫛J(地図出版
社、 1982)pp. 11-12、pp.24-25を参考に作成
は
、
関
南
両
越
が
度
々
争
い
を
起
こ
す
こ
と
を
憂
い
て
、
関
越
の
民
を
強
制
移
民
さ
せ
る
政
策
を
と
っ
た
(
第
二
次
越
人
移
民
)
。
乙
の
と
き
移
住
先
に
選
ば
れ
た
の
が
、
先
と
同
じ
「
江
准
の
問
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
移
民
政
策
の
閑
の
元
狩
二
(
前
一
一
一
一
)
年
に
お
こ
っ
た
の
が
、
④
の
呪
誼
事
件
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
④
の
事
件
で
江
都
に
い
た
越
蝉
と
直
接
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
第
一
次
移
民
の
際
に
多
数
の
越
人
が
長
江
中
流
域
の
虚
江
郡
に
流
入
し
て
き
た
と
い
う
事
態
で
あ
る
。
ヲ
」
の
移
民
は
、
本
来
関
越
と
の
確
執
か
ら
東
甑
王
望
が
関
越
の
影
響
力
の
少
な
い
中
国
の
内
地
へ
の
封
地
替
え
を
請
う
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
点
で
、
底
江
郡
に
関
越
の
影
響
が
及
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
対
し
て
、
第
二
次
移
民
の
際
に
も
こ
の
「
江
准
の
間
」
の
地
が
、
越
人
の
移
住
先
に
選
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
の
と
き
は
越
人
を
滞
り
な
く
関
越
の
地
か
ら
移
す
と
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
地
が
関
越
の
移
住
地
に
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
裏
を
返
せ
ば
越
人
を
受
け
入
れ
る
土
壌
が
底
江
郡
を
含
む
「
江
准
の
閑
」
の
地
に
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
つ
ま
り
、
状
況
証
拠
的
推
測
で
は
あ
る
が
、
先
の
第
一
次
移
民
の
際
に
歴
江
郡
に
流
入
し
た
多
数
の
越
人
が
、
第
二
次
移
民
ま
で
の
約
三
十
年
の
聞
に
、
「
江
准
の
間
」
に
広
く
定
着
し
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
関
越
の
民
の
移
住
先
と
し
て
、
こ
の
地
が
湾
は
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
二
度
の
移
民
政
策
を
還
し
て
、
多
く
の
越
人
が
長
江
中
下
流
域
に
流
入
・
定
着
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
34 
と
こ
ろ
で
、
越
は
淫
洞
の
習
俗
が
根
強
い
風
土
で
あ
っ
た
が
、
単
に
迷
信
深
い
だ
げ
で
は
な
く
、
越
は
盛
者
を
多
く
輩
出
す
る
土
地
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
後
漢
代
、
会
稽
郡
の
属
更
で
あ
っ
た
王
充
の
『
論
衡
』
訂
鬼
篇
に
「
一
品
は
陽
気
を
含
み
、
故
を
以
て
陽
地
の
民
多
く
亙
と
矯
説
。
」
と
あ
り
、
ま
た
言
毒
篇
で
は
、
そ
の
陽
地
(
南
方
の
陽
気
の
甚
だ
し
い
土
地
)
の
顕
著
な
例
と
し
て
、
南
越
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
越
出
身
の
一
品
者
が
多
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
こ
の
王
充
の
言
か
ら
、
後
漢
代
に
は
、
越
出
身
の
猛
者
が
長
江
中
下
流
一
帯
に
分
布
し
て
お
り
、
そ
れ
は
決
し
て
珍
し
い
光
景
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
。
こ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
武
帝
の
二
度
の
越
人
移
住
政
策
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
節
の
検
討
を
ま
と
め
れ
ば
、
④
劉
建
の
呪
誼
事
件
に
見
え
る
越
稗
の
背
景
に
は
、
そ
の
直
前
の
時
期
に
篤
く
鬼
神
を
信
仰
し
、
さ
ら
に
は
多
く
の
亙
を
輩
出
し
た
、
関
越
内
の
東
甑
国
の
越
人
が
長
江
中
流
域
の
底
江
郡
に
、
多
く
移
住
し
て
き
て
お
り
、
長
江
中
下
流
域
に
急
速
に
越
人
が
流
入
・
定
着
し
て
い
っ
た
と
い
う
状
況
が
相
包
比
で
き
る
。
そ
こ
か
ら
奴
稗
売
買
な
ど
を
介
し
て
江
都
王
の
宮
内
へ
到
っ
た
か
、
或
い
は
王
先
謙
が
言
う
よ
う
に
、
一
品
と
し
て
の
能
力
に
よ
り
、
宮
鮮
に
取
り
立
て
ら
れ
た
も
の
か
、
い
ず
れ
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
越
人
の
流
入
過
程
を
経
て
、
「
越
蝉
」
は
劉
建
の
元
で
庇
護
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
(2)
劉
建
の
呪
誼
事
件
と
武
帝
の
「
越
基
」
設
置
前
節
で
は
④
の
呪
誼
事
件
の
背
景
と
し
て
、
当
時
起
こ
っ
た
越
人
の
移
民
政
策
か
ら
、
越
牌
が
江
都
に
流
れ
着
い
た
背
景
を
考
察
し
た
。
本
節
で
は
、
前
節
で
検
討
し
た
二
度
の
越
人
移
民
政
策
と
関
連
し
て
起
こ
っ
た
、
「
越
基
」
の
設
置
と
④
の
事
件
の
比
較
検
討
を
行
い
、
④
の
事
件
の
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
一
助
と
し
た
い
。
先
ず
、
『
史
記
』
巻
十
二
孝
武
本
紀
に
見
え
る
越
亙
設
置
の
経
緯
を
見
て
お
き
た
い
。
(
武
帝
)
是
の
時
既
に
南
越
を
滅
ぼ
せ
ば
、
越
人
勇
之
乃
ち
言
へ
ら
く
「
越
人
の
俗
鬼
を
信
じ
、
市
し
て
其
の
嗣
る
に
皆
鬼
を
見
れ
ば
、
数
し
ば
殺
有
り
。
昔
の
東
臨
王
鬼
を
敬
ひ
、
需
は
百
六
十
歳
に
至
る
。
後
の
世
設
怠
と
な
り
て
、
故
に
衰
粍
す
」
。
乃
ち
越
亙
を
し
て
越
の
祝
一
耐
を
立
て
し
む
る
に
、
墨
を
安
じ
て
壇
無
し
、
亦
た
天
神
上
帝
百
鬼
を
洞
り
て
、
而
る
に
雛
を
以
て
卜
ふ
。
上
之
を
信
じ
、
越
洞
難
卜
始
め
て
用
ひ
ら
る
。
武
帝
が
不
老
長
寿
を
求
め
て
海
内
の
方
士
を
集
め
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
多
数
の
亙
的
宗
教
者
も
含
ま
れ
て
い
た
。
武
帝
を
言
葉
巧
み
に
惑
わ
し
て
越
亙
を
設
置
さ
せ
た
越
人
勇
(
相
}
之
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
亙
的
宗
教
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
冒
頭
に
武
帝
が
「
是
の
時
既
に
南
越
を
滅
ぽ
」
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
下
の
「
越
亙
」
設
置
が
、
関
南
両
越
の
平
定
と
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
関
越
の
強
制
移
住
政
策
(
前
節
の
第
二
次
強
制
移
住
)
と
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
史
料
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
勇
之
が
武
帝
に
越
京
一
の
設
置
を
求
め
た
こ
と
も
、
こ
の
二
つ
の
重
大
事
件
と
関
連
し
て
起
こ
っ
た
事
態
で
j
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
文
脈
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
勇
之
は
両
越
の
不
平
定
・
関
越
の
強
制
移
住
と
い
う
事
態
に
よ
っ
て
、
庇
護
を
求
め
て
他
長
安
に
流
れ
て
来
た
盛
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
、
両
越
の
ぺ
滅
亡
と
関
越
の
強
制
移
民
に
伴
い
、
越
地
で
の
庇
護
者
を
失
っ
た
基
しつ
者
が
、
或
い
は
単
身
で
或
い
は
庇
護
者
に
伴
う
形
で
、
漢
の
園
内
に
酢
流
入
し
て
く
る
と
い
う
流
れ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
一
品
A
Y
 
剖
者
は
庇
強
者
を
失
え
ば
た
ち
ま
ち
に
流
民
化
す
る
よ
う
な
浮
業
の
徒
時
で
あ
っ
出
。
そ
し
て
不
老
長
寿
を
求
め
た
武
帝
が
、
流
入
す
る
亙
者
リ
の
受
け
皿
と
な
っ
た
の
が
、
勇
之
の
事
例
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
o
H
地
方
の
封
地
で
暴
虐
の
限
り
を
尽
く
し
て
い
た
劉
建
も
ま
た
、
同
世
様
に
流
入
し
て
き
た
盛
者
の
受
け
皿
と
な
っ
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
姐
る
。
武
帝
の
「
越
亙
」
設
置
と
④
劉
建
の
呪
誼
事
件
と
い
う
、
こ
の
え
二
つ
の
事
件
は
、
越
人
の
流
入
と
い
う
同
一
の
状
況
下
に
お
い
て
起
U
己
っ
た
別
個
の
事
件
で
あ
る
が
、
個
々
の
要
素
は
非
常
に
似
通
っ
て
鞘
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
越
人
勇
之
が
武
帝
の
元
へ
入
り
込
ん
だ
事
情
畑
孝
績
に
置
げ
ば
、
越
稗
が
亙
術
に
よ
り
宮
稗
に
取
り
立
て
ら
れ
た
の
と
す
る
先
の
王
先
謙
の
説
も
か
な
り
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
の
で
あ
治、測る
。
中
国
史
上
、
不
老
長
寿
を
望
む
権
力
者
は
多
い
が
、
と
も
す
れ
ば
、
越
鮮
を
庇
護
し
た
劉
建
が
求
め
た
の
も
、
呪
誼
の
み
な
ら
ず
、
不
5
 
3
老
長
生
の
た
め
の
祭
紀
(
淫
洞
)
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
「
呪
誼
」
と
「
淫
洞
」
の
職
能
が
亙
術
と
し
て
密
接
に
関
わ
り
合
う
こ
と
は
既
に
第
一
章
第
一
節
で
検
討
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
④
劉
建
の
事
例
を
越
亙
勇
之
の
事
例
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
庇
護
者
を
失
い
流
民
化
し
た
亙
者
が
、
権
力
者
の
元
に
流
れ
着
き
、
「
稗
」
と
し
て
庇
護
さ
れ
る
と
い
う
具
体
的
な
図
式
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
検
討
は
、
越
牌
が
越
の
移
民
政
策
と
い
う
大
事
件
を
背
景
に
持
つ
こ
と
か
ら
、
初
め
て
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
④
の
越
婚
に
限
ら
ず
、
盛
者
が
権
力
者
に
庇
護
さ
れ
る
場
合
、
「
熔
と
し
て
の
亙
者
」
の
存
在
形
態
は
、
そ
の
際
の
受
け
皿
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
お
わ
り
に
以
上
、
小
稿
で
は
、
漢
代
の
呪
誼
事
件
に
見
え
隠
れ
す
る
亙
者
の
具
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
漢
代
に
は
「
婚
と
し
て
の
産
者
」
と
い
う
産
者
の
一
存
在
形
態
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
た
。
こ
の
「
稗
と
し
て
の
盛
者
」
と
い
う
存
在
形
態
は
漠
代
史
料
に
の
み
見
え
る
こ
と
か
ら
、
漢
代
に
お
け
る
亙
者
の
具
体
像
、
呪
誼
事
件
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
そ
こ
で
小
稿
で
の
検
討
を
整
理
す
れ
ば
、
(
二
「
稗
と
し
て
の
盛
者
」
は
、
史
料
上
に
職
業
を
表
す
「
亙
」
で
は
な
く
、
身
分
を
示
す
「
稗
」
と
記
述
さ
れ
た
、
稗
の
身
分
と
し
て
権
力
者
に
庇
護
さ
れ
た
亙
6
者
で
あ
る
。
(
二
)
V
」
の
存
在
形
態
は
、
史
料
に
見
え
る
事
例
数
こ
そ
3
少
な
い
が
、
呪
誼
の
謹
告
の
際
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
、
あ
る
程
度
通
今
街
な
存
在
形
態
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
(
=
一
)
こ
の
「
牌
と
し
て
の
雇
者
」
と
い
う
存
在
形
態
は
、
流
民
化
し
た
亙
者
が
権
力
者
の
元
へ
流
入
す
る
際
、
或
い
は
庇
護
さ
れ
る
際
の
「
受
け
皿
」
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
(
四
)
「
縛
と
し
て
の
忍
者
」
を
含
む
呪
誼
事
件
に
見
え
る
盛
者
は
、
呪
認
の
み
な
ら
ず
、
権
力
者
の
淫
洞
の
要
求
に
も
対
応
し
た
。
以
上
が
小
稿
で
の
議
論
の
ま
と
め
で
あ
る
が
、
小
稿
の
検
討
を
踏
ま
え
、
若
干
の
展
望
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
先
に
「
稗
と
し
て
の
墨
者
」
が
、
漢
代
の
亙
者
の
一
端
で
あ
る
と
言
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
が
女
の
忍
者
に
限
定
さ
れ
る
点
に
注
目
し
た
い
。
従
来
、
亙
者
が
議
論
の
姐
上
に
上
が
る
場
合
、
そ
れ
は
漠
然
と
男
女
の
双
方
を
合
わ
せ
た
均
一
的
な
盛
者
像
が
議
論
さ
れ
て
き
た
嫌
い
が
あ
る
。
そ
の
根
底
に
は
、
「
基
」
が
男
女
ど
ち
ら
の
亙
者
を
指
す
か
判
然
と
し
な
い
語
棄
で
あ
る
と
い
う
問
題
が
潜
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
男
女
の
猛
者
を
漠
然
と
均
一
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
理
解
す
る
こ
と
は
、
話
者
の
実
態
の
理
解
と
し
て
、
本
当
に
正
し
い
一
品
者
像
な
の
だ
ろ
う
か
。
「
牌
と
し
て
の
亙
者
」
は
、
男
女
の
盛
者
に
対
す
る
均
一
的
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
女
の
盛
者
と
し
て
の
具
体
像
を
分
離
す
る
。
同
様
の
存
在
形
態
は
、
男
の
一
品
者
に
は
見
え
な
い
こ
と
か
ら
考
え
て
、
少
な
く
と
も
「
稗
と
し
て
の
忍
者
」
が
そ
の
下
で
活
動
し
た
漢
代
の
王
侯
以
上
の
社
会
階
層
に
お
い
て
、
女
の
亙
者
と
男
の
亙
者
で
は
、
異
な
る
存
在
形
態
を
取
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
「
婚
と
し
て
の
盛
者
」
は
、
漢
代
の
王
侯
以
上
の
社
会
階
層
の
庇
護
下
に
お
け
る
女
の
猛
者
の
特
色
的
な
存
在
形
態
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
同
時
に
、
そ
の
事
例
が
ほ
ぽ
呪
組
事
件
に
限
っ
て
現
れ
て
く
る
乙
と
か
ら
、
女
の
盛
者
と
呪
誼
の
職
能
と
の
繋
が
り
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
小
稿
で
検
討
し
た
呪
誼
術
に
限
っ
て
言
え
ば
、
こ
れ
ら
の
際
に
は
常
に
女
の
亙
者
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
と
こ
ろ
で
「
稗
と
し
て
の
盛
者
」
は
、
小
稿
で
検
討
し
た
事
例
か
ら
考
え
れ
ば
、
後
宮
な
ど
に
仕
え
る
宮
稗
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
従
来
の
理
解
か
ら
言
え
ば
、
後
宮
は
権
謀
と
愛
憎
の
渦
巻
く
場
で
あ
り
、
寵
愛
を
め
ぐ
っ
て
呪
誼
と
題
告
が
絶
え
な
い
空
間
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
「
稗
と
し
て
の
忍
者
」
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
一
層
激
化
さ
せ
る
触
媒
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
時
に
、
後
宮
に
は
、
絶
え
ず
「
牌
と
し
て
の
亙
者
」
の
需
要
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
先
に
、
流
民
化
し
た
亙
者
の
受
け
皿
と
し
て
の
「
稗
と
し
て
の
亙
者
」
を
論
じ
た
が
、
後
宮
と
い
う
場
も
ま
た
、
そ
の
受
け
皿
と
し
て
機
能
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
今
後
、
改
め
て
後
宮
と
「
稗
と
し
て
の
亙
者
」
の
関
係
を
論
じ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
と註
主
子
今
「
西
漢
長
安
的
。
胡
基
。
」
(
『
民
族
研
究
」
第
五
期
、
九
九
七
)
、
藤
田
忠
「
亙
盛
の
事
件
に
つ
い
て
「
前
漢
の
盛
者
」
の
補
訂
」
(
『
国
士
舘
大
学
文
学
部
人
文
学
会
紀
要
』
三
六
号
、
二
O
O三
万
(2)
王
先
謙
『
漢
書
補
注
』
巻
五
十
三
、
林
寓
土
『
漢
代
的
盛
者
』
(
修
木
訂
版
、
稲
郷
出
版
、
一
九
九
九
。
初
出
は
岡
、
一
九
八
七
)
第
七
章
第
的
一
節
第
三
項
。
そ
れ
ぞ
れ
の
指
摘
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
。
(
(
3
)
前
掲
『
漢
代
的
盛
者
』
第
七
章
第
一
節
参
照
。
同
(4)
前
掲
『
漢
代
的
基
者
』
第
一
一
一
章
参
照
。
林
氏
は
「
一
品
家
不
応
鋳
吏
」
臼
と
い
う
当
時
の
慣
例
の
背
景
に
、
選
挙
制
度
下
に
お
け
る
儒
者
官
僚
齢
に
よ
る
厳
し
い
異
端
排
撃
を
想
定
す
る
。
ま
た
狩
野
直
喜
氏
は
、
亙
者
形
は
、
殿
代
で
は
大
臣
を
兼
ね
る
ほ
ど
高
位
で
あ
っ
た
が
、
時
代
が
降
和
り
、
典
礼
官
的
性
格
の
祝
が
亙
か
ら
分
化
し
、
周
代
で
は
亙
は
祝
よ
り
の
も
低
い
官
職
と
な
り
、
徐
々
に
民
間
に
下
っ
て
い
っ
た
と
す
る
(
「
説
則
亙
補
選
」
下
『
支
那
学
文
薮
』
弘
文
堂
書
応
、
一
九
二
七
三
M
(
5
)
『
風
俗
通
義
』
怪
神
篇
に
「
曾
稽
俗
季
語
、
好
ト
盤
、
民
一
以
牛
者
祭
、
盛
祝
賦
欽
受
謝
、
民
畏
其
口
、
憾
被
由
示
、
不
敢
拒
逆
。
是
以
財
重
砲
於
鬼
神
、
産
匿
於
祭
記
。
或
貧
家
不
能
以
時
記
、
至
重
言
不
敢
食
牛
肉
、
え
或
裂
病
且
死
、
先
潟
牛
嶋
、
其
畏
懐
如
此
。
」
と
あ
り
、
淫
澗
を
強
要
ば
す
る
亙
の
姿
が
見
え
る
。
件
(6)
『
盟
鍛
論
』
散
不
足
篇
に
「
今
世
俗
飾
偽
行
詐
、
負
民
座
祝
、
以
取
龍
鐙
謝
、
堅
額
健
舌
、
或
以
成
業
致
富
、
故
憎
事
之
人
、
稗
本
相
壁
。
是
呪
以
街
巷
有
昼
、
閣
里
有
祝
。
」
と
あ
り
、
本
業
(
操
業
)
を
棄
て
、
浮
伽
業
に
走
る
人
の
姿
が
見
え
る
。
漢
(
7
)
前
掲
「
漢
代
的
盛
者
』
第
三
章
第
一
節
。
な
お
林
氏
は
こ
こ
で
、
国
家
的
な
祭
砲
を
掌
る
正
式
な
官
僚
機
構
の
一
員
で
あ
る
亙
官
と
し
て
、
前
漢
の
「
八
犀
」
や
後
漢
の
「
亙
家
」
な
ど
に
言
及
し
た
上
で
、
37 
そ
の
他
の
大
多
数
を
占
め
る
「
待
詔
」
や
「
徴
召
」
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
官
官
叫
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
(8)
武
帝
時
迷
於
鬼
神
、
元
信
越
豆
、
萱
仲
録
数
以
痛
言
。
武
帝
欲
験
其
道
、
令
亙
誼
仲
静
。
仲
箭
朝
服
南
面
、
諦
詠
経
論
、
不
能
傷
害
、
而
亙
者
忽
死
。
(9)
後
元
年
四
月
甲
辰
、
侯
則
坐
使
亙
費
少
君
嗣
祝
組
、
大
逆
無
道
、
閣
除
。
(
引
用
文
書
き
下
し
の
括
弧
書
き
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
)
(m)
十
二
年
、
寛
坐
輿
父
式
王
后
光
・
姫
孝
児
姦
、
詳
人
倫
、
文
洞
祭
祝
誼
上
、
有
司
請
談
。
上
遺
大
鴻
雌
利
召
王
、
王
以
刃
自
到
死
。
圏
除
局
北
安
眠
師
、
厩
泰
山
郡
。
(
日
)
其
後
背
復
祝
組
謀
反
、
自
殺
、
園
除
。
(
ロ
)
実
際
に
、
解
が
亙
者
と
主
の
仲
立
ち
と
な
っ
た
事
例
と
し
て
は
、
『
宋
書
』
巻
九
十
九
二
凶
停
の
稗
・
主
鵬
鵡
の
例
が
見
え
る
。
(
日
)
主
先
謙
『
漢
書
補
注
』
引
く
劉
放
註
は
「
使
人
基
多
人
字
」
と
し
て
、
「
人
」
字
を
街
字
と
す
る
。
劉
放
の
指
摘
の
是
非
は
定
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
こ
の
箇
所
の
記
述
も
亙
者
に
呪
組
を
さ
せ
た
事
例
と
思
わ
れ
る。
(M)
藤
田
忠
「
亙
盛
の
事
件
に
つ
い
て
「
前
漢
の
盛
者
」
の
補
訂
l
」
(
『
国
士
舘
大
学
文
学
部
人
文
学
会
紀
要
』
三
六
号
、
二
O
O三
)
第
四
章
を
参
照
。
(
日
)
哀
帝
時
、
無
盤
危
山
土
自
起
覆
草
、
如
馳
道
状
、
文
瓢
山
石
材
料
立
。
雲
及
后
謁
自
之
石
所
祭
、
治
石
象
瓢
山
立
石
、
束
倍
革
、
井
洞
之
。
建
平
三
年
、
息
夫
弱
・
孫
寵
等
共
因
幸
巨
萱
賢
告
之
。
是
時
、
哀
帝
被
疾
、
多
所
慈
、
事
下
有
司
、
逮
王
・
后
謁
下
獄
験
治
、
言
使
座
間
開
恭
・
鱒
合
歓
等
調
祭
誼
祝
上
、
鯖
雲
求
属
天
子
。
中
略
有
司
請
珠
玉
、
有
詔
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康
徒
房
陵
。
雲
自
殺
、
謁
棄
市
。
立
十
七
年
、
園
除
。
(
凶
)
前
掲
『
漢
代
的
益
者
』
第
四
章
第
六
節
第
一
項
。
(
口
)
神
主
と
は
一
般
に
祖
霊
平
神
々
を
祭
る
際
に
、
神
に
宿
っ
て
も
ら
う
位
牌
を
指
し
、
「
木
主
」
な
ど
と
も
言
う
が
、
結
局
は
、
祭
犯
に
お
け
る
神
々
の
饗
応
の
た
め
に
神
を
宿
す
カ
タ
シ
ロ
の
こ
と
で
あ
る
。
(
問
)
沈
欽
韓
『
漢
書
疏
謹
」
に
「
夏
官
大
阪
「
注
菩
拐
局
神
主
。
」
『
説
文
繋
侍
』
案
字
書
黄
菩
草
、
則
説
文
亦
作
菩
也
。
此
倍
乃
借
字
。
「
束
倍
草
井
洞
之
」
即
菩
錦
局
神
主
也
。
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
沈
欽
韓
が
参
照
す
る
註
釈
は
、
『
周
檀
」
夏
宮
司
馬
・
大
奴
の
鄭
玄
註
「
行
山
回
戦
。
犯
之
者
、
封
土
局
山
象
、
以
韮
同
調
・
糠
柏
局
神
主
。
既
祭
之
以
車
線
之
、
而
去
。
職
無
険
難
也
。
」
だ
が
、
「
既
に
之
を
祭
れ
ば
車
を
以
て
之
を
蝶
き
、
而
し
て
去
る
。
険
難
無
き
を
喰
へ
る
な
り
。
」
と
あ
り
、
「
松
」
の
祭
肥
が
非
常
に
呪
術
的
な
祭
杷
儀
礼
を
伴
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
、
乙
の
「
束
ね
た
倍
草
」
と
は
、
神
を
祭
る
た
め
の
カ
タ
シ
ロ
で
は
な
く
、
呪
起
の
対
象
者
を
擬
し
た
呪
具
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
胡
新
生
氏
に
よ
れ
ば
、
漢
代
の
亙
盛
術
(
呪
誼
術
)
は
、
一
般
に
木
偶
や
草
人
を
呪
認
の
媒
介
と
し
た
(
「
論
漢
代
座
盛
術
的
歴
史
淵
源
」
『
中
国
史
研
究
』
第
三
期
、
一
九
九
七
万
こ
の
場
合
の
木
偶
や
草
人
は
、
呪
誼
の
対
象
者
を
擬
し
た
も
の
で
あ
っ
た
(
津
田
瑞
穂
「
呪
誼
史
」
前
記
、
『
中
国
の
呪
法
』
平
河
出
版
社
、
一
九
八
四
万
(
日
)
「
酒
食
者
、
所
以
合
歓
也
」
(
集
記
)
(
初
)
後
宮
則
有
披
庭
・
根
一
一
居
、
后
妃
之
室
。
合
歓
・
増
城
・
安
庭
・
常
寧
了
直
若
・
淑
風
・
披
香
・
殻
越
・
蘭
林
・
窓
草
・
鴛
驚
・
飛
朔
之
列
。
(
『
文
選
』
巻
一
京
都
上
・
西
都
賦
)
(
幻
)
祭
杷
に
お
い
て
、
神
と
悪
者
の
関
係
を
恋
愛
感
情
や
夫
婦
関
係
に
仮
託
し
た
も
の
と
す
る
考
え
は
、
『
詩
経
』
や
『
楚
僻
』
を
中
心
と
し
た
古
代
文
学
の
分
野
で
は
ほ
ぽ
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
藤
野
岩
友
氏
は
、
亙
を
「
神
の
嫁
」
と
捉
え
る
折
口
信
夫
氏
(
日
本
文
学
)
の
枠
組
み
を
中
国
古
代
文
学
に
も
適
用
し
て
い
る
(
「
亙
に
就
い
て
」
『
増
補
亙
系
文
学
論
』
大
学
書
房
、
一
九
六
九
、
増
補
前
初
版
は
、
問
、
一
九
五
ご
。
ま
た
小
南
一
郎
氏
は
朱
菜
『
楚
僻
鱒
証
』
が
『
楚
僻
」
九
歌
に
対
し
「
或
以
陰
座
下
陽
神
、
或
以
陽
主
按
除
鬼
、
則
其
辞
之
袈
慢
淫
荒
、
嘗
有
不
可
道
者
」
と
す
る
解
釈
を
下
敷
き
と
し
、
男
神
に
は
女
亙
、
女
神
に
は
男
亙
が
そ
の
よ
り
ま
し
と
な
る
と
す
る
(
『
楚
辞
と
そ
の
注
釈
者
た
ち
』
第
一
章
第
三
節
、
朋
友
書
底
、
ニ
O
O一
ニ
)
。
神
婚
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
中
鉢
雅
量
「
詩
経
に
お
け
る
神
婚
儀
礼
」
(
『
中
国
の
祭
泥
と
文
学
』
、
創
文
社
、
一
九
八
九
)
が
詳
し
い
。
(
辺
)
前
掲
中
鉢
雅
量
「
詩
経
に
お
け
る
神
婚
儀
礼
」
参
照
。
(
お
)
林
富
士
氏
は
「
女
牌
合
放
は
亙
者
と
共
同
で
法
術
を
行
い
得
た
以
上
は
、
自
身
も
ま
た
別
名
は
盛
者
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
(
女
解
合
激
既
能
和
益
者
共
行
法
術
、
本
身
或
許
也
一
名
亙
者
)
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
(
前
掲
『
漢
代
的
亙
者
」
第
七
章
第
一
節
第
三
項
)
、
本
節
の
検
討
か
ら
、
再
考
の
余
地
が
出
て
来
た
と
言
問
え
る
。
(M)
后
乗
箭
死
、
立
徐
来
矯
后
、
阪
姫
倶
幸
。
商
人
相
炉
、
阪
姫
乃
悪
徐
来
於
太
子
、
目
「
徐
来
使
紳
盛
殺
太
子
母
。
」
太
子
心
怨
徐
来
ロ
(
お
)
こ
こ
と
対
応
す
る
『
史
記
』
巻
百
十
八
准
南
衡
山
列
偲
の
記
述
で
は
、
「
徐
来
使
蝉
盛
道
殺
太
子
母
」
(
②
)
と
な
っ
て
お
り
、
「
挫
道
」
な
る
行
為
に
よ
っ
て
、
爽
の
母
を
死
に
至
ら
し
め
た
と
読
め
る
。
「
盛
道
」
は
漢
代
の
史
料
で
は
、
『
漢
書
』
巻
六
十
三
戻
太
子
劉
披
停
の
亙
盛
事
件
の
記
述
に
「
是
時
、
上
春
秋
高
、
意
多
所
悪
、
以
局
左
右
皆
矯
盛
道
祝
認
、
窮
治
其
事
。
」
、
ま
た
『
後
漢
書
」
巻
五
十
五
清
河
孝
王
慶
停
で
も
「
謹
言
欲
作
品
道
祝
組
」
と
あ
る
よ
う
に
呪
詔
全
体
を
表
す
「
祝
誼
」
と
共
に
用
い
ら
れ
る
か
ら
、
呪
誼
の
一
過
程
(
或
い
は
端
的
に
呪
誼
そ
の
ろ
木
の
も
の
を
指
す
)
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
「
盤
殺
」
と
は
「
盛
い
伽
殺
す
」
こ
と
で
あ
り
、
や
は
り
呪
組
の
一
種
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
之内ノ。
同
(
お
)
章
帝
宋
貴
人
、
時
貿
皇
后
内
寵
方
盛
、
以
貴
人
名
族
、
節
操
高
妙
、
白
心
内
害
之
、
欲
局
寓
世
長
計
、
陰
設
方
略
、
議
毅
貴
人
。
由
是
母
子
見
釦
疏
。
蚊
月
、
極
奏
貴
人
使
稗
局
盛
道
祝
誼
、
七
年
、
遂
被
議
暴
卒
。
(
『
御
形
覧
』
巻
百
四
十
四
・
皐
親
部
十
・
貴
人
)
前
(
幻
)
或
い
は
、
前
節
で
論
じ
た
よ
う
に
亙
女
役
の
可
能
性
も
全
く
無
い
の
訳
で
は
無
い
が
、
そ
の
場
合
、
祭
泥
を
主
導
す
る
盛
者
が
史
料
で
は
省
靴
略
さ
れ
、
補
助
的
な
役
割
に
過
ぎ
な
い
亙
女
役
の
稗
の
み
が
史
料
に
U
記
述
さ
れ
た
と
い
う
、
相
当
に
不
自
然
な
記
述
と
な
る
。
者
(
お
)
専
局
淫
虐
、
自
知
罪
多
、
圏
中
多
欲
告
言
者
、
建
恐
珠
、
心
内
不
安
、
担
輿
其
后
成
光
共
使
越
稗
下
神
、
祝
誼
上
。
え
(
初
)
「
越
解
、
越
女
解
益
誠
之
術
而
錆
宮
解
者
。
」
(
『
漢
書
補
注
』
)
。
日
(
初
)
林
富
士
氏
は
「
能
く
「
下
神
・
呪
誼
す
る
」
越
稗
は
、
一
人
の
女
亙
件
と
す
べ
き
で
あ
る
(
能
「
下
神
、
呪
祖
」
的
越
解
、
感
該
就
是
一
個
女
龍
亙
)
」
と
言
う
(
前
掲
『
漢
代
的
亙
者
」
第
七
章
第
一
節
第
三
項
)
。
呪
(
担
)
始
、
昭
帝
時
、
育
見
上
年
少
無
子
、
有
規
欲
心
。
而
楚
地
亙
鬼
、
育
内
迎
女
一
品
李
女
須
、
使
下
神
祝
誼
。
女
須
泣
臼
「
孝
武
帝
下
我
。
」
左
右
漢
皆
伏
。
一
盲
「
吾
必
令
育
局
天
子
。
」
膏
多
賜
女
須
銭
、
使
鵡
一
品
山
。
曾
昭
帝
崩
、
膏
日
「
女
須
良
亙
也
。
」
殺
牛
塞
鵡
。
(
犯
)
羅
竹
風
主
編
『
漢
語
大
詞
典
』
(
漢
語
詞
典
出
版
社
、
一
九
八
六
|
一
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九
九
四
)
に
「
解
」
は
「
①
女
奴
。
使
女
②
対
婦
女
戯
侮
之
称
③
古
代
婦
女
之
謙
称
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
①
の
意
味
で
あ
る
。
(
お
)
た
だ
『
三
園
志
』
巻
四
十
七
呉
書
・
呉
主
俸
の
事
例
は
、
筆
者
の
管
見
で
唯
一
「
稗
」
が
亙
者
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
事
例
と
い
え
る
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
初
臨
海
羅
陽
豚
有
神
、
自
稿
主
表
。
周
旋
民
閥
、
垣
間
言
飲
食
、
奥
人
無
異
、
然
不
見
其
形
。
又
有
一
稗
、
名
紡
績
。
固
定
月
、
遺
中
書
郎
李
崇
鷲
輔
園
将
軍
羅
陽
王
印
綬
迎
表
。
表
随
崇
倶
出
、
輿
崇
及
所
在
郡
守
令
長
談
論
、
崇
等
無
以
易
。
所
歴
山
川
、
相
判
遺
稗
輿
其
神
相
問
。
秋
七
月
、
崇
輿
表
至
、
槌
於
蒼
龍
門
外
国
同
立
第
合
、
数
使
近
臣
濁
酒
食
往
。
表
説
水
早
小
事
、
往
往
有
験
。
こ
れ
は
王
表
な
る
神
が
巷
聞
に
現
れ
た
の
を
、
孫
植
が
招
来
し
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
「
紡
績
」
な
る
稗
の
存
在
で
あ
る
。
後
に
主
表
を
迎
え
た
李
崇
一
行
が
呉
の
都
へ
と
赴
く
道
程
で
、
紡
績
が
山
川
の
神
々
の
元
へ
お
伺
い
に
行
っ
て
い
る
が
、
神
々
と
交
感
で
さ
る
こ
と
か
ら
も
、
紡
績
は
益
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
紡
績
は
神
で
あ
る
玉
表
に
仕
え
る
蝉
で
あ
る
か
ら
、
「
神
に
仕
え
る
稗
U
盛
」
と
い
う
図
式
が
成
り
立
つ
。
つ
ま
り
稗
が
神
に
仕
え
る
と
き
、
「
牌
」
が
派
生
約
に
「
感
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
生
じ
た
一
例
で
あ
る
。
尤
も
、
こ
の
「
稗
」
は
実
際
に
隷
属
身
分
の
舛
、
つ
ま
り
厳
格
な
身
分
制
度
用
語
の
「
解
」
と
い
う
よ
り
、
神
に
仕
え
る
女
に
対
す
る
腕
曲
表
現
と
し
て
「
牌
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
章
で
扱
う
呪
誼
事
件
の
「
解
」
と
は
別
個
の
事
例
と
す
べ
き
で
あ
る
。
呉
主
停
の
「
稗
」
は
、
さ
ら
に
詳
細
に
論
じ
る
べ
き
事
例
で
あ
る
が
、
小
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
事
例
を
紹
介
す
る
に
留
め
る
。
40 
(M)
因
題
号
一
口
「
欲
作
盛
道
祝
誼
、
以
菟
潟
厭
勝
之
術
。
」
(
お
)
ま
た
⑫
の
事
例
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
章
帝
期
、
つ
ま
り
一
世
紀
の
末
頃
ま
で
は
、
比
較
的
通
念
的
な
存
在
形
態
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
(
お
)
例
え
ば
、
「
漢
書
』
巻
九
十
九
下
王
葬
停
下
に
「
宗
妨
妨
矯
衛
将
軍
玉
興
夫
人
、
祝
誼
姑
、
殺
稗
以
絶
口
。
事
設
費
、
葬
使
中
常
侍
蹄
悔
賛
同
妨
、
井
以
貴
興
、
皆
自
殺
。
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
の
牌
は
、
夫
脈
的
に
や
や
唐
突
で
あ
り
、
「
稗
と
し
て
の
猛
者
」
の
可
能
性
を
勘
案
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
呪
誼
の
発
覚
を
怖
れ
て
、
口
を
封
じ
た
記
述
は
先
に
も
幾
度
か
触
れ
た
底
陵
王
劉
膏
の
事
件
(
『
漢
書
』
巻
六
十
=
一
)
に
も
見
え
る
。
こ
こ
で
は
「
祝
誼
事
設
費
、
有
司
按
験
、
膏
憧
恐
、
抽
出
殺
亙
及
宮
人
二
十
銭
人
以
絶
目
。
」
と
、
口
封
じ
に
亙
者
と
宮
人
を
殺
害
し
て
い
る
。
こ
の
「
宮
人
」
に
も
「
解
と
し
て
の
忍
者
」
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
全
て
益
者
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
お
そ
ら
く
、
「
厄
女
役
」
や
「
代
行
者
」
が
い
た
も
の
と
思
わ
れ
司令。
(
幻
)
例
え
ば
、
呂
思
勉
「
亙
盛
之
禍
」
(
「
秦
漢
史
』
太
平
書
局
、
一
九
六
四
)
、
前
掲
王
子
今
「
西
漢
長
安
的
。
胡
座
u
」
な
ど
。
(
犯
)
朱
俊
明
主
編
「
百
越
史
研
究
」
(
貴
州
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
)
、
陳
園
強
ら
編
『
百
越
民
族
史
』
(
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
八
八
)
な
ど
参
照
。
(
鈎
)
越
亙
に
つ
い
て
は
、
藤
田
忠
「
前
漢
時
代
の
盛
者
に
つ
い
て
七
亙
を
手
掛
か
り
と
し
て
」
第
二
章
(
『
国
士
館
大
学
文
学
部
人
文
学
会
紀
要
』
第
二
九
号
、
一
九
九
六
)
に
詳
し
い
が
、
藤
田
氏
の
、
越
亙
の
祭
杷
を
越
地
の
統
治
の
方
策
と
し
て
、
越
の
地
に
限
定
し
た
も
の
と
す
る
説
は
取
ら
な
い
。
越
亙
は
「
漢
書
』
巻
二
十
八
地
理
志
上
「
左
鴻
姻
」
条
の
雲
陽
豚
の
原
註
に
「
越
亙
貼
那
澗
三
所
」
(
孟
康
日
「
舶
音
事
傑
之
革
、
越
人
洞
也
。
郷
音
曲
明
。
」
)
と
あ
り
、
長
安
城
か
ら
ほ
ど
近
い
北
の
雲
陽
の
地
で
祭
ら
れ
た
こ
と
が
見
え
る
。
ま
た
武
帝
が
不
老
長
寿
を
望
ん
だ
こ
と
も
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
藤
田
氏
の
説
に
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
(
刊
)
康
陵
圏
、
〔
(
原
註
日
以
下
同
じ
)
高
帝
六
年
廊
荊
州
、
十
一
年
吏
周
呉
、
景
帝
四
年
更
名
江
都
、
武
帝
元
狩
三
年
更
名
蹟
陵
。
〕
戸
三
高
六
千
七
百
七
十
三
、
口
十
四
寓
七
百
二
十
二
。
豚
四
。
底
陵
、
〔
江
都
易
王
非
・
底
陵
腐
王
膏
皆
都
此
、
井
得
郭
郡
、
而
不
得
呉
。
〕
江
都
、
宜
同
郵
、
平
安
。
(
n
U
)
東
臨
王
庇
武
侯
望
、
率
其
衆
四
寓
飴
人
来
降
、
施
腿
江
郡
。
(
位
)
次
節
で
引
く
『
史
記
』
巻
十
二
孝
武
本
紀
に
詳
し
い
。
(
M
M
)
盛
合
陽
気
、
以
故
陽
地
之
民
多
局
星
。
(
H
H
)
言
毒
篇
に
「
天
下
寓
物
、
含
太
陽
気
而
生
者
、
皆
有
毒
盤
。
・
:
中
略
:
・
其
在
人
也
箆
小
人
、
故
小
人
之
口
、
局
禍
天
下
。
小
人
皆
懐
毒
気
、
陽
地
小
人
、
毒
尤
酷
烈
、
故
南
越
之
人
、
祝
替
純
数
。
」
と
あ
る
。
つ
は
な
は
ま
り
、
王
充
は
気
の
概
念
を
援
用
し
、
「
毒
」
は
「
太
だ
し
い
陽
気
」
が
作
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
毒
」
が
人
に
作
用
す
れ
ば
、
口
が
禍
い
を
為
す
小
人
と
な
る
と
説
く
。
ま
た
主
充
は
妖
祥
(
「
妖
」
)
や
怪
異
も
こ
の
陽
気
に
よ
り
起
こ
る
と
す
る
(
「
天
地
之
気
負
妖
者
、
太
い
の
り
陽
之
集
也
。
」
(
訂
鬼
篇
)
〕
。
鬼
神
へ
の
「
祝
誓
」
や
亙
者
の
降
神
な
ど
も
こ
の
怪
異
の
一
種
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
王
充
が
言
毒
痛
で
「
陽
地
の
小
人
」
が
「
毒
(
毒
舌
)
尤
も
酷
烈
な
」
こ
と
を
例
示
す
る
た
め
に
「
南
越
の
人
」
が
「
祝
替
す
れ
ば
概
ち
毅
あ
る
」
と
言
う
の
は
、
陽
地
の
小
人
に
作
用
す
る
毒
(
陽
気
)
が
最
も
激
し
い
こ
と
は
、
同
じ
く
陽
地
で
あ
る
南
越
で
、
毒
と
同
じ
陽
気
の
作
用
で
あ
る
怪
異
(
祝
誓
)
の
霊
験
が
顕
著
な
こ
と
か
ら
も
分
か
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
言
説
を
下
敷
き
に
、
南
方
の
地
か
ら
亙
木
者
が
多
く
輩
出
さ
れ
る
と
い
う
先
の
訂
鬼
篇
の
言
説
が
出
て
く
る
。
伽
(
必
)
主
充
は
後
年
丹
陽
・
九
江
・
匹
江
郡
な
ど
に
移
住
し
て
お
り
、
い
ず
(
れ
の
地
で
、
越
亙
が
漢
の
内
地
に
蔓
延
っ
て
い
る
状
況
を
回
の
当
た
川
り
に
し
た
か
は
、
定
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
長
江
中
下
流
域
以
南
で
つ
あ
る
。
(
参
照
「
王
充
年
譜
」
、
梁
運
華
責
任
編
集
・
黄
晦
撰
『
新
編
諸
駒
子
集
成
論
衡
校
稗
』
第
四
冊
、
中
華
書
局
、
一
九
九
O
)。
形
(
必
)
尚
乗
和
氏
に
よ
れ
ば
「
官
奴
・
官
稗
の
数
が
多
く
な
れ
ば
民
間
に
売
布
渡
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
再
び
市
場
に
出
て
牛
馬
と
同
様
に
売
買
さ
れ
た
」
の
ら
し
く
、
ま
た
漢
代
は
売
買
さ
れ
る
奴
蝉
の
数
も
非
常
に
多
か
っ
た
飢
ょ
う
で
あ
る
(
尚
乗
和
著
・
秋
田
成
明
訳
『
支
那
歴
代
風
俗
事
物
考
』
U
第
土
ハ
章
第
二
節
、
大
雅
堂
、
一
九
回
一
一
。
原
著
は
E
代
社
会
風
俗
者
事
物
考
』
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
三
八
)
。
一
山
(
円
引
)
是
時
既
減
南
越
、
越
人
勇
之
乃
吾
一
口
「
越
人
俗
信
鬼
、
而
其
洞
皆
見
鬼
、
え
鍛
有
数
。
昔
東
臨
王
敬
鬼
、
寄
至
百
六
十
歳
。
後
世
設
怠
、
故
衰
粍
」
。
は
乃
令
越
亙
立
越
祝
調
、
安
墓
無
壇
、
亦
洞
天
神
上
帝
百
鬼
、
而
以
雛
口
件
上
信
之
、
越
一
胴
簸
卜
始
用
濡
。
龍
(
必
)
顧
額
剛
『
秦
淡
的
方
士
輿
儒
生
』
第
五
章
(
群
関
出
版
社
、
一
九
三
呪
五
)
参
照
。
仰
(ω)
『
漢
書
』
巻
六
武
帝
紀
太
初
元
年
二
月
の
条
に
つ
耳
、
起
建
章
宮
。
」
漢
と
あ
る
の
に
註
し
て
、
貌
・
文
穎
は
「
越
盛
名
勇
、
謂
帝
臼
越
図
有
火
災
、
即
復
大
起
宮
室
、
以
厭
勝
之
、
故
帝
作
建
章
宮
。
」
と
し
て
、
勇
之
を
盛
者
と
明
言
し
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
で
文
穎
が
言
及
し
て
い
る
41 
記
事
に
つ
い
て
は
、
『
史
記
』
巻
十
二
孝
武
本
紀
に
「
勇
之
乃
日
「
越
俗
有
火
裁
復
起
屋
必
以
大
、
用
勝
服
之
。
』
於
是
作
建
章
宮
、
度
矯
千
門
高
戸
。
」
(
巻
二
十
八
封
禅
書
に
同
文
が
見
え
る
)
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
、
勇
之
が
厭
勝
の
術
(
「
勝
服
」
)
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
も
、
勇
之
が
盛
者
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
(
印
)
例
え
ば
『
風
俗
通
義
』
怪
神
篇
「
飽
君
神
」
は
、
俄
に
起
こ
っ
た
流
行
神
の
澗
(
「
杷
合
」
)
に
、
ど
と
か
ら
と
も
な
く
集
ま
っ
て
き
た
数
十
も
の
産
者
に
言
及
す
る
(
「
護
按
、
汝
南
鯛
腸
有
於
田
得
磐
者
、
其
主
未
往
取
也
、
商
車
十
餓
乗
経
津
中
行
、
望
見
此
建
著
細
、
因
持
去
、
念
其
不
事
、
持
一
抱
魚
屋
其
慮
。
有
頃
、
其
主
往
、
不
見
所
得
、
反
見
飽
君
、
海
中
非
人
道
路
、
怪
其
如
是
、
大
以
局
神
、
縛
相
告
語
、
治
病
求
福
、
多
有
数
験
、
因
局
起
組
合
、
衆
座
数
十
、
惟
帳
鐙
鼓
、
方
数
百
呈
皆
来
総
砲
、
競
飽
君
神
。
其
後
数
年
、
飽
魚
主
来
歴
洞
下
、
尋
問
其
故
、
日
「
此
我
魚
也
、
首
有
何
神
。
」
上
堂
取
之
、
遂
従
此
壊
。
」
)
こ
こ
で
の
盛
者
も
流
民
的
性
格
の
者
逮
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
(
日
)
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
説
文
解
字
』
硯
条
に
「
在
男
日
親
、
在
女
日
亙
」
と
あ
る
よ
う
に
、
古
く
は
女
の
亙
者
を
「
厄
」
、
男
の
盛
者
を
「
硯
」
と
し
て
区
別
す
る
と
い
う
理
念
が
あ
っ
た
が
、
あ
く
ま
で
理
念
で
あ
り
、
実
際
の
史
料
で
は
「
亙
」
も
男
女
双
方
の
亙
者
を
指
す
場
合
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
、
清
の
段
玉
裁
の
指
摘
を
受
け
、
藤
野
岩
友
氏
(
前
掲
「
亙
に
就
い
て
」
二
章
三
節
)
、
狩
野
直
喜
氏
(
前
掲
「
説
亙
補
遺
」
上
)
ら
が
早
く
に
論
じ
、
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
(
回
)
鎌
田
重
雄
「
漢
代
の
後
宮
」
(
『
漢
代
史
研
究
』
川
図
書
房
、
一
九
四
九
)
参
照
。
ま
た
通
史
的
な
ま
と
め
と
し
て
は
、
井
波
律
子
「
後
宮
伏
魔
殿
中
国
の
魔
女
」
(
『
ユ
リ
イ
カ
』
二
六
巻
二
号
、
一
九
九
四
)
。
